
秋田県文化蘇調査報告書第:643集
弘田栂跡調査事務所年報2∞1

秋田県詩文宥委是会

秋田県教育庁払司柵跡調査事務所 ー



ほっ たの さく あと

第119・120次調査概要

2002年 3月

秋田県教育委員会

秋田県教育庁払田柵跡調査事務所



巻
頭
図
版
一

長森丘陵全景

平成13年 8月8日掃影

上 :西方上空より鳥敵する

長森丘陵が北に開く弧状 ・弓形

を呈する独立丘であることがわ

かる、右手前の林が真山

長森奥の水図面(茶~黒色部)

が本年度調査された千畑町厨川

谷地遺跡となる

下:北方上空より望む

第119次調査区は右端、丘陵西側

の北向き緩斜面部にあたる

(2枚・秋田県埋蔵文化財センター提供)
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上:青磁 ・灰紬陶器

.緑紬陶器

(上 2段、第120次、

第32図)

青磁(下段、 第119

次、第26図)

中:向上の内面

下 :緑軸陶器手付瓶

(第119次、第22図)

，ー

青磁 ・灰軸陶器 ・緑軸陶器



国指定史跡払田柵跡は、管理団体である仙北町による環境整備

も順調に進捗し、遺跡を訪れる方々も年とともに増加しているこ

とは喜びに堪えないところであります。

平成13年度の調査は、第 6次 5年計画の 3年度にあたり、政庁

域西側の長森丘陵部を精査しました。第119次調査区は、外郭西門

北東部地域に、第120次調査区は、政庁域外の北西側隣接地にそれ

ぞれあたります。

第119次調査では、丘陵北側緩斜面部に複数の段状地形が人為形

成されていることを確認し、ここには鍛冶関係の炉@竪穴遺構等

が構築されることが判明しました。また段状地形改変に伴う整地

層からは、 「出羽」と刻字された須恵器や緑紬陶器も見つかって

おります。

第120次調査では、昨年度確認していた南北棟の掘立柱建物跡北

側の様相を探ることを主目的としてトレンチを設定しました。そ

の結果、建物の北側には板塀により画された空間が道路であった

と推測され、これは政庁から外郭西門に至る東西道路の一部であ

った可能性が高まりました。

本書は以上のような今年度の調査成果を収録したもので、古代

城柵官街遺跡の研究上、資するところが大きいと考えますので、

ご活用いただければ幸いと存じます。

最後に、調査ならびに本書作成にあたって御指導@御助言を賜

りました、文化庁、宮城県多賀城跡調査研究所、東北歴史博物館、

秋田市教育委員会秋田城跡調査事務所に心から感謝申し上げると

ともに、史跡管理団体である仙北町、同教育委員会、千畑町教育

委員会の御協力に対し、心から厚く御礼申し上げます。

平成14年 3月

秋田県教育庁払田柵跡調査事務所

所長芳賀誠



例

1 本書は秋田県教育庁払田柵跡調査事務所が平成13年度に実施した、払田柵跡第119次調査・第120

次調査、調査成果の普及と関連活動の成果を収録したものである。

2 発掘調査及び本年報作成にあたり、当事務所の顧問である秋田大学名誉教授・秋田県立博物館

名誉館長新野蔵吉氏、国立歴史民俗博物館名誉教授・東北歴史博物館館長岡田茂弘氏から御指導

いただいた。また次の方々より御教示を得た。記して謝意を表する。(順不同・敬称略)

熊田亮介(秋田大学教育文化学部) 井上喜久男(愛知県立隣磁資料館) 穴津義功(たたら研

究会) 山口博之。高桑弘美(山形県埋蔵文化財センター) 八重樫忠郎(岩手県平泉町教育委

員会) 山本信夫(山本考古研究所) 三上喜孝(山形県立米沢女子短期大学)

北野博司 a 村木志伸(東北芸術工科大学歴史遺産学科) 小西秀典(仙北町教育委員会)

王 埼(甘粛省博物館歴史部) 貌文斌(甘粛省文物考古研究所)

3 第 5章は愛知県立陶磁資料館・井上喜久男氏に寄稿いただいた報告を収録したものである。

4 遺構等の実測図は国土調査法第X座標系を基準に作成した。実測図 a 地形図中の方位は座標系

を示し、磁北はこれより N7 0 30 / 00// Wであり、真北はN00 10/58//Eである。詳細は払田

柵跡調査事務所年報1977~払田柵跡-第11 . 12次発掘調査概要一j] (1978年)を参照いただきたい。

5 本書の作成 e 編集は当事務所学芸主事高橋 学が行った。

凡例

1 土色の記載については、小山正忠・竹原秀雄『新版標準土色帖 1997年版』を参考にした。

2 本文中における遺物の個体数表記については、坪類では底部が 1/2以上残存する{回数を数え

たものを示す。

3 遺構には下記の略記号を使用した。

SB 掘立柱建物跡 S I 竪穴住居跡

SK  土坑 SA  板塀跡

SF 土塁 SN 焼土遺構

4 杯形土器の計測基準は下図のとおりである。

SKI 竪穴状遺構

SD 空堀 e 溝跡

SX 鍛冶炉

A:口径 B:底径

C:器高 D:外傾度

底径指数:i 高径指数:;×100

黒色処理
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報告書抄録

付図 長森丘陵西部の地形と第119. 120次調査区配置

。挿図呂次O
1図 払田柵跡と周辺の古代=ヰl世の遺跡、 第18図

第 2図 払田柵跡調査実施位置図 第四凶

第 3図 H1・11 . J 1トレンチ遺構配置図

第4図 H2・12・J2トレンチ遺構配置図と 第20国

土層図 第21図

第 5図 S K 1 1321竪穴状遺構と周辺の遺構 第22図

第 6図 S K 1 1321竪穴状遺構土層断面図 第23国

第 7図 S K 1 1321竪穴状遺構出土濯物 第24[翠

第 8図 H1トレンチ北側の遺構配置図 第25図

第 9図 S K1333土坑出土遺物 第26図

第10~ S D1319 a空堀跡と出土遺物 第27図

第11関 S K 1 1330竪穴状遺構と周辺の遺構 第28図

第12図 S K 1 1330竪穴状遺構土層断面図 第29図

第13図 S K 1 1330竪穴状遺構、 第30図

S K1332土坑出土遺物 第31悶

第14図 1 1トレンチ北側の遺構配置図 第32図

第15図 S K1326・1327・1329土坑、 SD1328溝跡、

S N1322焼土遺構 第33図

第16図 1 2トレンチの遺構配置図 S D1319b空 第34図

堀跡、 SK1332土坑

第17図 J 1トレンチ北側の遺構配置図

-lll-

S K1325出土遺物

S K1335・1336・1339土坑、 SD 1338・1355

. 1356溝跡

整地層出土建物(1 ) 日2トレンチ(1 ) 

整地層出土遺物 (2) H 2トレンチ(2 ) 

整地層出土遺物 (3) H 2トレンチ(3 ) 

整地層出土遺物 (4) 1 2トレンチ(1 ) 

整地属出土遺物(5) 1 2トレンチ(2 ) 

遺構外出土遺物(1 ) 1トレンチ

遺構外出土遺物 (2) J'"'-'Lトレンチ

段状地形模式図と空堀・溝・竪穴の平面配置

第120次調査区の基本属序と遺構配置図

縄文時代の出土遺物

遺構外出土遺物(1 ) 

遺構外出土遺物(2 ) 

遺構外出土遺物(3 )青磁・灰稀陶器・緑勅

掬器

遺構外出土遺物 (4)土錘・砥石

第115・118・120次調査区における建物と板塀

の配置状況
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第 1留 払田橋跡と周辺の書代 B 中世の
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第 1章はじめに

払田柵跡は秋田県仙北郡イ山北町払田@千畑町本堂城間にある。遺跡は雄物川の中流域に近く、大出

市の東方約 6km、横手盆地北側の仙北平野中央部に位置し、第三紀硬質泥岩からなる 長森の丘

陵を中心として、北側を川口Jr 1 .矢島}f1 (烏}f1)、南側を丸子}f1 (鞠子}f1)によって挟まれた沖積低

地に立地する。

明治35・36年 (1902・1903)の千屋村坂本理一郎による溝渠開削の際や、明治39年 (1906)頃から

開始された高梨村(現{rll北町)耕地整理事業の際に発見された埋もれ木が、地元の後藤宙タト e 藤井東

ーらの努力によって歴史的遺産と理解されたのが、遺跡解明の端緒となった。

昭和 5年(1930) 3月に至り、後藤宙外が中心となって高梨村が調査を実施し、さらに同年10月、

文部省嘱託上回三平によって学術調査が行われて遺跡の輪郭が明らかにされた。この結果に基づき、

昭和6年 (1931) 3月30日付けで秋田県最初の国指定史跡となり、昭和63年 (1988) 6月29日付けで

史跡の追加指定がなされて現在に歪っている。史跡指定面積は894，600ばである。

昭和40年代に入り、史跡指定地域内外の開発計画が立案された。そこで秋田県教育委員会は地元仙

北町と協議の上、この重要遺跡を保護するための基礎調査を実施して、遺跡の実体を把握することを

目的に昭和49年 (1974)、現地に「秋田県払田柵跡調査事務所」を設置し、本格的な発掘調査を開始

した。幸い、地元管理団体仙北町および地域の人々の深い理解により、史跡指定地内は開発計画から

除外された。

事務所は昭和61年(1986) 4月、 「秋田県教育庁払回柵跡調査事務所j と改称し、現在は「払田柵

跡調査要項j の第6次 5年計画に基づいて計画的に発掘調査を実施している。

史跡は長森ー真山を因む外楠と、長森を臨む外郭線からなる。長森丘陵中央部には政庁がある。政

庁は板塀で区爾され、正殿 a 東脇殿・西脇殿や付属建物群が配置されている。これらの政庁の建物に

は I~V期の変遷があり、創建は 9 世紀初頭、終末は10世紀後半である。政庁の調査成果は報告書『払

田柵跡 I 一政庁跡-~ (昭和60年3月)として公刊した。

一方、区画施設である外柵は東西1，370m、南北780mの長楕円形で、標高32"-'37m、総延長3，600m、

外柵によって匪iまれる遺跡の総面積は約878，000ばである。外柵は 1時期の造営で杉角材による材木

塀が一列に並び、東西南北に八脚門が開く。外郭は、東西765m、南北320mの長楕円形で、面積約

163，000ぱ、最高地は標高53mである。外郭線の延長は約1，760mで石塁、築地塀(東・西・南の山麓)

と材木塀が連なり、東西南北に八脚門が開く。外郭線は全体に4時期にわたる造営が認められる。な

お外柵・外郭は、従来それぞれ外郭線・内郭と呼称していたが、これまでの調査成果を踏まえ、平成

7年(1995)から呼び替えたものである。これら区画施設の調査成果は報告書『払回柵跡1I-区間施

設-~ (平成11年3月)として公刊した。

出土品には、須恵器・土師器・瓦・緑勅陶器・灰紬陶器・青磁(越州窯系)などのほか、斎串・曲物・

挽物・鋤・模などの木製品、漆紙文書・木簡・墨書土器・箆書土器などの文字資料がある。木簡は昨

年度までに88点確認しており、「飽海郡少隊長解申請Jr十火大根二右二斗八升Jr嘉祥二年正月十日J

などと記された文書・貢進用木簡があり、「別嘗子弟Jr秋藻Jなどの文字もある。墨書・箆書土器は

-1-
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400点以上出土・採集されており、「大津郷J1鷹空上J1機悔J1小勝J1音丸J1厨家J1厨J1宮J1舎」

「宣告J1千J1主J1:長J1酒Jなどの文字が認められる。

管理団体である仙北町は、昭和54年 (1979)から保存管理計画による遺構保護整備地区の土地買い

上げ事業をすすめており、昭和57年(1982)からは調査成果に基づいて環境整備事業を実施している。

さらに平成3年 (1991)から「ふるさと歴史の広場J事業により、外柵南門や大路東建物、河川跡・

橋梁の復元整備、ガイダンス施設(払田柵総合案内所)の設置などを実施し、更に平成 7年 (1995)

からは「ふれあいの史跡公園J事業により、政庁東方の官街建物の整備などを実施した。平成11年

(1999) には外郭西門の門柱及びこれに取り付く材木塀の復元整備を、本年度は外郭北門周辺の盛土

整地と案内板設置を実施している。

なお、平成12年度までに実施した過去27年間の発掘調査面積は、秋田県埋蔵文化財センター

(第102次) .仙北町@千畑町調査分を含め47，946ばであり、遺跡総面積のうちの5.5%にあたる。

第 1表払田欄跡周辺のまな詰代 a 中世遺跡一覧

i也国番号 遺跡名 所在地 備考 文献

53-2 繁昌 I遺跡 イ山北町高梨 遺物包含地(木製品) :古代 1 

53-3 繁昌 E遺跡 仙北町高梨 遺物包含地(土師器・須恵器) 1 

53-4 上高梨遺跡 イ山北町高梨 遺物包含地(須恵器) 1 

53-5 堀田城跡 仙北町払田 真山を利用した中世城館 2 

53-6 境問城跡 仙北町払田 中世城館:天正18年破却 2 

53-7 杉ノ下 I遺跡 仙北町横堀 遺物包含地(須恵器) 1 

53-9 鍛冶屋敷遺跡 仙北町板見内 遺物包含地(土師器・須恵器) 1 

53-13 四十八遺跡 仙北町上野田 遺物包含地(土師器・須恵器) 1 

53-14 中村遺跡 仙北町上野田 遺物包含地(土締器・須恵器) 1 

53-18 弥兵谷地遺跡 仙北町板見内 遺物包含地(須恵器) 1 

53-19 一ツ森遺跡 仙北町紋見内 遺物包含地(珠洲系陶器) 1 

53-25 田ノ尻遺跡 仙北町払田 遺物包含地(土師器・須患器) 1 

54-2 本堂城跡 千畑町本堂城回 中世城館:戦国期本堂氏の居館 2 

54-3 厨川谷地遺跡 千畑町土1I府 埋蔵銭出土地(大正4年) 3 

2001年発掘調査、古代祭記遺跡

A 厨川谷地E遺跡 千畑町土崎 中世以降?2000年新発見

B 厨川谷地E遺跡 千畑町土崎 古代、 2001年新発見

54-4 中屋敷 l遺跡 千畑町土崎 寺院跡 1 

[社14 内村遺跡 千畑町千屋 平安時代集落跡、 1980年発掘調査 4 

文献 1 秋田県教育委員会『秋田県遺跡地図(県南版) Jl 1987 (昭和62年)/2 秋田県教育委員会『秋田県

の中世城館Jl1981 (昭和56年)/3 千畑町 I古銭発揚由来記J W千畑町郷土史Jl1986 (昭和61年)/4 秋田

県教育委員会『内村遺跡Jl1981 (昭和56年)/地図番号は、文献 1の地図番号に対応する
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第 2章調査計画と実績

払田柵跡の調査は「払田柵跡調査要項j に基づき、 5年計画を起案し、調査顧問の指導と助言を受

け継続実施している。平成11年度から15年度の調査は、 「払田柵跡発掘調査第6次 5年計画Jとして

調査顧問の承認を得ており、本年度はその第 3年度に当たる。

事業費については、国庫補助金の内示(総経費1，600万円のうち、国庫補助金800万円)を得たので、

次のような「平成13年度払田柵跡調査計画(案)Jを立案した。

第 2表調査計画表

調査次数 調査地区 調査内容 調査面積 調 査 期 間

第119次
外郭西部 外郭西門東部地域

40 0 rri 
4月17日~

(仙北町払回字長森) の遺構分布調査 5月31日

外郭西部 政庁西方の推定 6月 1日~
第120次 40 0 rri 

(仙北町払田字長森) 官街域の調査 9月308

合 計 2 地 区 800ぱ

第119次調査は、外郭西門東部地域の遺構分布確認調査である。外郭西門の東側地域には平坦地は

少ないが、政庁に連なる道路や、それに伴う遺構の存在が考えられる。外郭西門の整備に合わせ、西

門東方域及びここと政庁を結ぶ地域の遺構確認の調査を行うことにしたものである。

第120次調査は、政庁域西方の推定官街域の調査である。政庁の西側に広がる平坦地には掘立柱建物、

竪穴住居などからなる官街域の存在が推定されるが、今まで全く未調査であった。政庁東方地域での

調査を踏まえ、政庁を中心とする東西両側の遺構群のあり方と、その変遷を明らかにするため、この

よ也域の調査を実施することにしたものである。

平成13年度の調査の実績は第 3表のとおりである。

第3表諮査実績表

調査次数 調査地区 調査内容 調 面積 調査期間

第119次
外郭西部 外郭西門東部地域

630m 
5月7日~

(仙北昨払田字長森) の遺構分布調査 11月2日

外郭西部 政庁西方の推定 9月28日~
第120次 280ぱ

({山北町払田宇長森) 官街域の調査 11月28

合計 2 地 区 910ぱ
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第 3章 第119次調査の概要

第 1節調査経過

第119次調査は、外郭西内東部地域における遺構分布を確認する調査である。本調査は第4章で報

告する第120次調査と並行する形で進めており、以下にその経過等を調査日誌の記述から抜粋する。

5月7日、調査を開始。調査事務所で所長の挨拶、作業員説明会などを実施した。午後から作業員

休憩用と機材保管局のテント 2張りを現地に設営した。

本年度の 2つの調査区は丘陵地であり地目が雑木林である。しかも本年度から本格的にトレンチ調

査を実施することから、調査面積以上に雑木を間伐・除去する必要が生じた。伐採の効率を考えれば、

下草が繁茂する前にある程度の目途を付けておく必要があり、両調査区のトレンチ調査予定区域の間伐ー

除去を集中的に実施することにした。従って第119次の掘り下げは6月に入ってからとなった。

ら丹29日、 トレンチを 2本設定 (H. 1 トレンチ)、その幅を ~lnとする。 トレンチ内の粗掘りは

6月4臼から開始した。その初日、早くもH1トレンチ北側で土師器坪が数個体まとまって出士、遺

構に伴うものか(後の SK1333)。表土からわずか25cm程下の層位出土である。 5B、昨日土器がま

とまって出土した地点の側から焼土遺構が見つかった(後の SN1318)。明らかに伺所で火の使用が

なされている。周囲には炭化物も見られた。またここから南側(斜面上位)でも竪穴らしきプランが

見え始め、遺物には鉄淳が含まれる。今年も鍛冶関係の工房などが出てくるのか。

6月22B、平板による現況地形図作成 (1/100) を行う。これは雑木伐採の結果、段状の地形が確

認されたことを受けてである。 27日、 3本目となる Jトレンチ粗掘りを凋始。 7月6日、 4本白のK

トレンチの粗掘りに着手した。 10日、 J2トレンチ第 I層中ではあるが、中国産青磁片が出土した。

この周辺 (J2・Kトレンチ)では須恵器系中位陶器(播鉢)が少数ではあるが点在している。該期

の遺構・遺物が見つかるのか。 11日、 J2トレンチで白磁椀が、日 2トレンチ北側では石硯・銭貨が

それぞれ出土するが、 Eに付くのは中世の遺物が多い。また向日 Lトレンチ粒掘りにも着手した。

8月27B、H ・1トレンチ内の遺構検出作業に入った。 H1トレンチでは鍛冶炉・竪穴・溝・焼土

遺構など続々と検出された。 11トレンチでも土坑あるいは掘立柱建物跡の柱穴掘形や溝も確認された。

28日、 H2トレンチの溝は、昨年度確認している中世墳墓に伴う土塁 e 空堀のうちの北限の堀かもし

れない。 30日、鍛冶炉と想定していた焼土遺構周辺の土を節いにかけたところ、鍛造剥片が含まれて

いることが判明し、本遺構 (SX1320) は鍛冶炉と断定された。 9丹3日、 H2・12トレンチ北部

は包含層(後に整地層とする)を呈し、土師器・須恵器が比較的多く出土した。 5日、 H2トレンチ

北端部で十和田 a火山灰がブロック状に検出された。

9月6日夕方、事務所内で水洗いしている遺物の中に刻書で f郡」と記される須恵器杯を発見した。

同様の破片を探したところ、 「出羽J r酒杯Jと刻書のある破片と接合し、三行にわたり文字がある

ことが判明。 17日、払回柵跡周辺で稲刈りが始まる。千畑町厨川谷地遺跡の現地指導で訪れた東北歴

史博物館の岡田茂弘氏、払田柵跡の調査現場にも来跡され各種指導を頂く。 19日、日 2トレンチで緑

粕陶器が出土した。 25日、 J2トレンチ北摂u. S N1322堆積土内より炭化米が出土した。このことから、

-5-



払回柵跡調査事務所年報2001

「、ミ司S01347

11トレンチ
JJJT J 

---KD 

…仁つ
JJT // 

百足JE正|手I I い叩1344
S01346 ¥ L l ~-. ~ .~ I SD1叩』よ q~ roゅ
-----Iill I SK 

1323 

JR ___... 

-----KLt¥_ 

S01342 |噌|



第 3 第119次調査の概要

B¥J¥08  ---
la
02 

95 

火山灰 i冠 I I 。---基本!留序

KH 1: A音褐色シルト質土 (lOYR3/4)表土層

II: 11妾褐色シルト質土 (lOYR3/3)

SN1322 IIl a: 黒褐色シルト質土 (l0YR2 /2) 整地層a~cとの層境は明瞭
部b:黒褐色シルト質土 (lOYR3/2)地山粘土の混入度合いはIIla層

よりやや高い

liill I I 
N:にぶい黄褐色粘質土(lO'i'R4/3)地山瀬移屑

/K// J 
整地層
a: '極H音褐色シルト質土 (7.5YR2/3)炭化物・地山粘土を斑状に多く

含む、綿j十化した遺物も多く含む

b: A音褐色シルト質土 (7.5王アR3/4)火山灰二次:lik積層、層!事 5cm
c 黒褐色シルト質土 (7.5'i:'R3/2)火山灰少量含む

KI 

H~3J I 

cl: 11音褐色シルト質土 (7.5YR3/3)

三---
e 黒褐色シ)vト質土 (7.5Y1¥.2/2)水性土佐積局、鉄分(赤色fヒ)

を綿筋状に含有する

f:にぶい黄燈色砂質シルト土 (lO'i'R6/4)火山灰エ次堆積層、層厚lOcm
g 暗褐色シルト質土 (lOYR3/4)火山灰微量含む

h:陪褐色シルト質土 (7.5YR3/3) しまりやや弱、炭化物.:t也山粘土を

斑状に多く含む、混入度合いは下位

|い叶冠γ叶M

ほど高い、細片化した造物も多く含まれる

A¥I i:暗褐色シルト質土 (7.5YR3/4)炭化物・地山粘土・焼土を斑状に多く

含む、混入度合いはh層より高い

J. 黒褐色シ)~ト質土 (5'{P-2 /2) h層に焼土を混入させた腐、炭化物・地山

粘土の混入度合いはh層よりやや低い

1 :極暗褐也シルト質土 (7.5YR2/3)IIlal習を掘り込む土坑堆積土、煽り込み

SD1319a I 

「
面はi.j層上額

bd 
/K/G / //  3・4:j層の丙;堆積土

KD。5 S K1332堆積土

8m 

3トレンチの配置は付図を参照

H2トレンチ 1 2トレンチ J 2トレンチ

A B 
一一一 37.300m

D 

。 4m 

第 4図 H2.12.J2トレンチ遺構配置図と土層図
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堆積土を全量を持ち帰り箭いかけを行うことにする。 26日、 H2トレンチ北側の十和田 a火山灰層の

下位を掘りげる。遺物は極端に少なくなってきた。 27日、 J1トレンチで竪穴状の遺構を確認した箇

所を拡張して広がりを追跡することとした。 28日、本日より第120次調査区の粗掘りに入り、図面作

成担当のみが本調査区に残る体制をとる。

10月15日、第53回の調査顧問会議を開催した。主に現地で指導を仰いだ。 20日には千畑町厨川谷地

遺跡と共に遺跡見学会を実施した。好天のもと210名の見学者が来跡された。

23日、本日より遺構精査に入る。 24日、 Hlトレンチ・ SK 11321は埋土に十和田 a火山灰がブロ

ック状に認められ、竪穴廃棄の時期が推測できる。また同竪穴から一輪差し状を呈する須恵器琵(壷G)

の体部~底部破片が見つかったが火山灰層直上からの出土であった。さらに I1トレンチ・ SKI

1330の精査も行う。椀形j幸・鉄j宰が多数出土した。 25日からは精査と並行して断面・平面図作成を開

始した。さらに29日からは図面作成と埋め戻しを並行して実施。 11月2日には第119次の野外調査を

終了した。

第 2節検出遺構と遺物

1 調査区の立地と基本層序

第119次調査地は、外郭西門の北東約30mに位置し、長森丘陵西端部の罵背状の狭い平坦地から北

側に傾斜する地区にあたる。一昨年度第116次調査区と昨年度第117次調査区の西・北側に隣接する。

標高は日トレンチでの計測(表土面)で、最高位が48m、北端部で40.5111となる。現況はかつて杉林・

雑木林であったところを10数年前に伐採しているが、その後手が加えられておらず、下草や雑木等で

穆蒼たる薮となっていた。

調査区は幅 2mのトレンチを南北方向、すなわち等高線に直交させるようにして 5 本(日~L トレ

ンチ)設定した。日'"'-'Jの3トレンチは東西に走る道路で分断されるため、南を 1、北を 2とし、 Hl・

H2トレンチと呼称している。なお各トレンチは遺構の分布などからそのI隔を広げたり、隣接地に拡

幅させた箇所もある。調査期間の関係で、 K.Lトレンチは表土(第 I層)除去のみとなっている。

雨トレンチ部は次年度に遺構精査を行う予定を立てている。

調査区の基本属序は、 Hlトレンチ、 SK 11321の南側で観察した。(第 6図参照)

第 I 層:培褐色土 (10'iR3/4) 表土、植物根が多くブカブカしている。属淳は10~15cm前後。

第E層:極暗褐色土 (7.5'iR2/3)部分的に炭化物が混入する。層)享10"'-'20cm。

第困層:黒褐色土 (10'iR2/3)炭化物を少量含む。層厚25'"'-'40cm。

第N層:にぶい黄褐色土 (10'iR4/3)地山漸移賭

第V層:黄褐色土 (10'iR5/6)地山土

間層序を基準に他所を観察すると、日 1'"'-' J 1トレンチの北端部(東西道路の南側)では第百層が

欠落し、表土層の下に層厚10cm前後の第直属が堆積する。またH2 . I 2トレンチでは第立層と第E

の問に整地(盛土)層が介在していることが明らかとなった。整地躍については後述する。

なお昨年第117次調査区においては地山面上で硬質泥岩(磯)を露出・観察される箇所が存在して

いたが、今回の調査区ではJ1トレンチの南端部で一部硬質泥岩が認められるものの、他所では一切

-8 
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見られなかった。

2 遺構と遺物

トレンチ調査により得られた資料は、出土遺物から主に古代に帰属する遺構が大多数を占める。明

らかに中世と判断される遺構は、 J1トレンチの SK1325のみであり、 SD 1319とした空堀跡も当該

期の可能性が高いものの、追検証が必要である。

また前節で紹介のように、本調査区では掘り下げ以前において段状の地形が観察された。精査の結果、

これが10世紀前葉以降に人為的に地形を改変・整地させた施設であったことを確認している。

従って本項ではまず、 トレンチ単位 (H・1. J) での遺構・遺物の概要を報告し、次いで段状地

形及びこれを構成する整地層について出土遺物を含め記述する。そして最後に遺構外の出土遺物にふ

れることとする。なお今次調査で新規に付した遺構番号は、 1317'"'-'1357である。

検出した遺構・遺物は以下の通りである。

古代:竪穴状遺構3軒、土坑19基、鍛冶炉2基、焼土遺構 3基、溝跡12条

{遺物]土師器、須恵器、緑粕陶器、瓦、土製品(柑寸品・羽口)、鉄製品(紡錘車)

・鉄浮(鍛造剥片) ・砥石@炭化米

中世:土坑 1基、空堀 1条 [遺物]須恵器系中位陶器ー青磁・銭貨

( 1 )日トレンチの遺構と遺物

日トレンチは昨年第117次調査区Bトレンチの東18mに設定した。調査の結果、道路南Hlトレン

チ(長さ35.4m)の2筒所で竪穴状遺構・土坑や鍛冶炉が集中し、北のH2トレンチ(長さ17.5m)

では空堀跡を 1条検出した。

①S K 1 1321竪穴状遺構と SX1320鍛冶炉

表土面での標高が431TI前後に位置する遺構群である。竪穴・土坑・溝・焼土遺構と鍛冶炉が重複あ

るいは隣接して構築される。

S K I 1321竪穴状遺構(第 5'"'-'7図、図版 2)

J S 13を中心とする地区で検出した。 SK1345・SD1352と重複し、新!日関係は旧い方から SKI

1321→ S D 1352→ S K1345となる。また SK 1 1321臼体も堆積土の観察(第 6図C-D問土層図)か

ら1321A→1321B→1321C→1321Dの変遷をたどる。

1321Aは堆積土14'"'-'18層で構成され、南北1.75m、東西1.15m以上の矩形を呈すると考えられる。

深さは30cm程であり、底面は平坦となる。 1321BはAを切り込んで構築される建物柱穴の掘形(13層)

を呈する。平面形は略円形を示し、推定径は60cm、柱痕跡(12層)は径20'"'-'25cmとなる。その深さは

55cmで、ある。 1321CはBの南側を切り込む形で構築される。南北1.4m、東西は1.15m以上であるが、

西側に拡幅した調査区には及ばないことから東西は 2m未満の楕円状を呈すると思われる。確認面

(1321D床面上)からの深さは30cmで、ある。堆積土は9・10層で構成され、いずれも人為的堆積を示す。

さらに上面は堅く締まっており、 D構築に伴い埋め戻されたと判断される。 1321Dは第E層面から掘

り込まれており、 Cを埋め(貼床)、 B.Aの上面をも床面として使用し、その規模は南北4.3m、

東西4m以上と見られるが、形状は不明確である。確認面からほぼ平坦な床面までの深さは110cmに

-9-
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B 
43.300m一一一

_g_43.600m 
D 

。:撹乱層

1 黒褐色シルト質土(10YR2/3)調謄の再堆積土、地UJ粘土・炭化物

やや多く含む

2 暗褐色シルト質土 (10'r官3/3)地山粘土・炭化物を斑状にやや多く

含む

3 :暗褐色シルト質土(10YR3/3)地山粘土やや多く含む

4:にぶい黄褐色シルト質粘土(10YR4/3)

5 :褐色粘質土 (10'lR4/6)地山粘土二次堆積(ブロック状)

6 :黒褐白砂質シルト (10'rま3/2) しまり弱、火山灰を多く含む

7 黒褐色シルト質土(10YR3/1) しまり弱、地山粘土少量含む

8 :黄褐色粘質土(10YR5/6)地山粘土二次堆積、ボソボソする

9 :黄褐色粘費二i二(10¥宋5/8)上面が堅くしまる、貼床状を話する

10 :暗褐色シルト質粘土 (10YR3/4)地山粘土斑状に多く含む、人為

;堆積

11:火山灰層

。 2m 
(1 : 40) 

12 :暗褐色シルト質土 (10'{R3/3)地山粘土斑状に少量含む

13 :褐色粘質土 (10YR4/6)地山粘土を主体的に含む、人為的埋め

鹿し土

14 :黄褐色粘質土(10YR5/8)13層と間質

15 :黒色シルト質土 (10YR2/1)

16 :黄褐色粘質土(10YT<5/8)地山粘土を主体的に含む、人為的埋

め戻し土

17 :褐色粘質土 (10¥アR4/6)16層と間質

18 :褐色粘質土 (10'x'Rι1/6)}也山粘土を主体的に含む

19 :黄褐色粘質土 (10YR5/8)地111粘土二次堆積が主となる、ボソ

ボソする

20 :暗褐色シルト質土 (]O¥lミ3/3)池山粘土やや多く含む、 SD1352

埋土

21 :にぶい黄掲色シルト質粘土 (10YR4/3)

22 : 11音褐色シルト質土 (10YR3/3)

23 :褐色粘質土 (10YR4/6)

第 6殴 SKI1321竪穴状遺携土麗断簡図

1
i
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百子号 I選別 器形 出 u立i註'層位 特 1~史
口径 Jtf筏 百"百n戸ι司f 底径 I 出ロ1玉1又E 外傾
(cm) (cm) (cm) 指数 指数 口F台ζ2 

I 須恵~* tf SK1l32ID-3府 内外:ロク口調整、 i丘|豆j転ヘラ切り→携帯iilffJか 13.8 8.4 3.2 0.61 23.2 

2 須五色〔器 ;!fiG SKIl32ID-3J(!i 内外.ロク口調務、成-阪J!I伝糸切り、Iltl上に赤色粒子を含む 5.8 (7.7) 

3 須恵器 SK11:32ID-2J百 内外-ロク口調整、底回i毛糸切り→箆書(焼成前) 6.0 3.6 7.6 

4 須主主器 長主'Ji斎 SKI1.321 内外ロク口調絵、内問に自然有IJかかる 12.7 (6.4) 

日r即 須恵 ~fi 裂か司王 Sfく11:321 内外:ロク口調整、外而に自然:l'11Jかかる

6 二ヒ附 ~ii i干 SKIl321C-10図 内外.ロク口調整、底:回転糸切り 14.4 5.0 5.6 0.35 38.9 33" 

7 ゴニ伺i*~ 勾く SKIl321C-IOlITi 内外.ロク口調殺、!氏:1!:iPI伝糸切り 13.6 6.0 4.7 0.44 34.6 32" 

8 1二mfJll~ 宝E SKIl321 ])-3Ir'i 内外・ロク口調整、内外部に煤付着

9 二i二師 uii 空」知芝、 SKIl321C-10Jtii 内外ロク口調殺、 12と同 ~fli~l休か

10 土師t'ii'i き!i! SKIl321 内外:ロク口調整、煤付着、被熱 14.0 (11.2) 

11 と師t'ii5 }!~ SKI1321 内外ロク口調怒底・回転糸切り、外而煤付着 6.6 (8.3) 

12 土師器 3R! SIl321 C-l 01付 タトロクロ→ケズリ、内而煤{，J務

第 7図 S K I 1321竪穴状遺構出土遺物

12-



第 3章 第119次調査の概要

達する。堆積土は 1~8 ・ 11層に細分される。最下層に近い11層は十和田 a火山灰の二次堆積土であ

り4cm程の層厚を有する。このことから1321D廃棄の時期はト和田 a火山灰流入の前となる。

出土遺物(第 7図)は、主に1321Cと1321Dから得られている。土師器坪・護、須恵器杯・護・壷

類(壷Gを含む)、瓦、鉄j宰がある。土師器杯は少なくとも18個体(うち 1個体は内面黒色処理)認

められた。破片の重量比(%)からみた土師器:須恵器の出土割合は86:14である。また鉄津は4.89kg

得られている。

S K 1345・1351土坑、 SD 1352溝跡(第 5図)

S K1345、SD1352とも SK 1 1321を切り込んで構築されるが、 SK1351はSK 1 1321とは直接的

な重複関係はない。しかし SK1351はSD1352構築に伴いその北側を消失している。

S K1345は東西1.25111、南jヒ0.95111の楕円状を呈する土坑である。確認面からの深さは45cmとなる。

S K1351は削平及び調査区の関係で規模@形状は不明確ではあるが、東に隣接する SK1345に近似す

る規模を有すると考えられる。 SD1352は等高線に沿うように東西に延びる溝である。その幅は30~

50cm、深さは15cm前後で、ある。確認された長さは3.6111であるが、少なくとも西には延長する。とこ

ろが東側では1321A. B近辺を通るはずではあるが、平面 e 断面としての確認はできなかった。

S X 1320鍛;台炉(第 5図、図版3上)

1321Aの北側に隣接する位置で確認しているが、直接の重複はない。ただし1321Dと同一面で検出

していることから、 D構築時に同時期に存在していた可能性がある。遺構は灰色に還元した径25cm前

後の円形プランの中に鉄浮・焼けた磯が各 1点置かれていた。その周囲の土を簡いにかけたことろ鍛

造剥片が見つかり鍛冶炉と判断したものである。鉄j宰は椀形浮であり、還元面に接していることから

原位置を保つ炉底津と考えられる。

S D 1341溝跡(第 5図)

S X1320の北に位還し、 SD1352と同じく等高線に沿わせて東西に延びる。確認された長さは3.8n1、

その幅20"'-'40cm、深さは僅か10cm前後にすぎ、ない。昨年第117次調査区Bトレンチで検出していたS

D1305の東側延長部にあたることから、 SD1341あるいは先の SD1352のいずれかが接続していた可

能性がある。

② S N1318・SD1346周辺の遺構(第8図)

表土面での標高が40"'-'41n1前後に位置する遺構群である。検出地区はKB ，，-， KD と 10~12ラインに

挟まれた位置となる。ここでは焼土遺構@土坑@溝が重複あるいは隣接して構築される。また遺構と

しての確認はできなかったが、地山面の観察から竪穴状遺構 (SK 1 1317) の存在も推測される。

S N 1318焼土遺構

南側でSD1346と重複し、溝堆積土のよに焼土遺構が形成されていることを第盟居中で確認した。

焼土の広がりは東西75cm、南北60cmの不整円形を呈する。掘り込みを伴う形態ではなく、地山面での

火の使用に伴う遺構と判断した。

S D 1346溝跡

S D 1341・1352と同じく等高線に沿うように東西に延びる溝である。確認した長さはトレンチ幅い

っぱいであり、その11屈は50"'-'140cmと一定しない。プラン確認のみであり深さは不明であるが、溝掘

り込み面は土層観察より第頭層中となる。確認面上より須恵器片が出土している。

円
、
U



黒褐色シルト費二1-:(7.5YR3/2) 
暗褐色シ)~ト質土 (7.5YR3/3) 炭化物・
土器多く含む人為堆積土

暗褐色シルト質土 (7.5YR3/4)炭化物・

土器多く含む人為地積土

極暗褐色シルト質土 (7.5王宮2/3)炭化物・

土器やや多く含む

黒褐色シルト質粘土(1OYR3 12)地山粘土

がブロック状に入る

6 :暗褐色シルト質土 (10YR3/3)
※しまり全体にやや弱、 1~3層境不明確
7 黒褐色シ}vト質土 (10'{R3/1) しまり弱、

地111粘土少量含む CSD1346)

1 

2 

3 

4 

5 
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SK1333 

SKI1317 

2m 。

H 1トレンチ北鎮IJの遺構配遺留
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I ，ll!i&1!¥色シルト穂.t{7.5 .... -n2/3) 

日絡にJI似
2 月県総色::"-Jルト喫よ ロ5YR3(ω

3'傾鳴織色シルト'11土 (1.5YR2/3>
4 ，泉信る色νルト貧tOOYlミ2/3)

I!II.給上やや多〈含む

s .，鉱拠包ンルト.1+(1(lYR2/3> 

I$IlJ給1:1:3:とんど含まず
6: ，1泊E損錫島包μJル.1ト.剣3土こ叫o、喰212泊〉

※)-3，;箱種gはg唖'嶋亀司小ト

燦化幼やや多ぐ愈之む2 

tl'C.割隆裕<1. k tl!貨乱層

II : -10) 
2m 

第10図 S DI319a空堀銚と出土遺物
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S D131官a 土層下部と4層中

出土の遺物 (策-)

左 ・中 須恵2!l(:(r.:上閣の1)

滋 土問器杯{上闘の2)



第 3章第119次調査の概要

S K 1333土坑(第 8. 9図、図版4上中)

S D1346の南に位置し、第困層中より掘り込まれる土坑である。遺構の西側は未調査E互に及び規模・

形状は不明確であるが、現況での南北長は1.1m、東西長は0.7mとなり、円形あるいは楕円形をなし

ていた可能性がある。確認面上から遺物が多く出土し、一部掘り下げ (1"-'5層)を行ったところ、

人為的に埋め戻した土に土師器・須恵器が含まれていることが判明した。

出土遺物(第 9図)は、土師器坪・護、須恵器杯・護、羽口があり、土師器杯は少なくとも24個体

を確認している。図示した遺物は全て 2層出土である。破片の重量比(%)でみる土師器:須恵器の

出土割合は92:8となり、圧倒的に土師器が多い。

S D1347溝跡

H1トレンチ北端部で僅かに東西方向の壁の立ち上がりを検出した。 SD1346と同方向を示すこと

から溝跡で登録はしているものの、竪穴状遺構の南側壁であった可能性も残る。

なお SD1347とSD1346の間(表土面で=の標高が40m前後)には明確な遺構の検出は認められなか

ったが、地山商がほぼ平坦となり、かつ堅く締まっていることから、ここに竪穴状遺構 (SK 1 1317) 

が存在していたと推測される。

③ S D1319a空堀跡(第10図、図版3中)

日2トレンチ南端、 KF10を中心とする地区で検出した。遺構南側は現道のため未掘であり、規模

(幅)は不明だが、現況でミの幅は2.4mとなり、少なくとも 3mを超す幅をもつことが類推される。

土層を観察すると堀は第E層中より掘り込まれ、 c層とした整地層をも掘り込んでいる。断面形状は

緩いU字形を示し、底面は平らな箱堀状をなす。下端部の幅は0.85m、深さは最深で1.45mとなる。

S D1319 aは、検出位置から平成元年度第81次調査区及び昨年度第117次調査区で確認していた丘

陵地を子「コ」宇状(北側が関口する)に巡る堀跡SD877の北側を霞する空塘跡(中世)であった可

能性が高いが、今後の追跡調査が必要である。

遺物は最下層 (4層)より土師器(杯・饗) ・須恵器・鉄浮が数点出土したが中世期の遺物はない。

第10図1は瓶類の肩部破片である。外面に灰勅が掛かつており、施紬陶器の可能性が考えられたため、

愛知県陶磁資料館の井上喜久男氏に見ていただいたところ、 「東北地方産の須恵器の可能性が高いj

との報告を得ている。 2は土師器坪である。

( 2) 1トレンチの遺構と遺物

1トレンチはHトレンチの東20mに設定した。調査の結果、道路南 11トレンチ(長さ28.8m)で

はほぼ全面に遺構の分布が認められるものの、竪穴状遺構は日トレンチと同様に 2箇所にまとまりそ

うである。北の 12トレンチ(長さ16m)では空堀と土坑を検出した。

①S K 1 1330竪穴状遺構と SX1353鍛冶炉(第11"-' 13図)

表土面での標高が43m前後に位置する遺構群である。竪穴・土坑・溝・焼土遺構と鍛冶炉が重複あ

るいは隣接して構築される。遺構配置のあり方は標高を含め、日 1トレンチのSK 1 1321竪穴状遺構-

S X1320鍛冶炉周辺遺構群のあり方に近似する。

S K I 1330竪穴状遺構(第11・12図)

J P05を中心とする地区で検出した。 SK1340・SD 1357・SN1334と重複するが、 SN1334が

S K 1 1330理没後に構築された焼土遺構であること以外、新!日関係は不明である。 SK 1 1330は階北

門

/
S

寸
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SKI1340 

円 .~I SOl357 

SN1334 

SK問。 cl

te. : S X1353鍛冶炉 m-) 。
(J : 4t)) 

2m 

右 S N1334銚1こ遺綿織lif状況(北→)

第11図 $ K 113鉛竪穴状遺織と周辺の渇構
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4Ml1湖
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J :~ .. 舗邑シル1間土げ.5Yl.時ノ山地山柚主総化刊

少S誌のみ命tt
~ : .m時色:_，}川、質 t (10、喰2121 鳩山描~'mi1:fJ 

少量のみ含台

3 :鳥網島色シルト貨よ (1.5司令3ノ剖鳩山総支舎やや多

〈台む

4・1M色シル』ト貧土(10YI位111 ~ll!拘邑紘1
UOY!時/耐 fiもE酬を虫ずる、人/!)'I<fIH

:;: j民俗色tI;貧土 (W、常51帥Jl!山給ょの二次地flI婦、

般のJl)II!iプロックか

6: ，"¥包ンルト質主(1O'{l{.2!l>機化物~鎗に含U

2決搾も含{J.ボソ'"ソする

1 :以後地シルト質紡土 (LQYR2/3)却etll処士プロック

"'t¥i:"'<合tr
S:忠色シル).'/1士(10YI逮211)js山fI:tほとんど含

"' ... 
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終く1M"...怠能l的に似合たものか

Iq 暗偶色シル1・，U.<lQYR31別 7混と同質

11 :副首縛色帖貧仁 OO¥'RS!ω lf!.山紡ニt'"二次峨餓

I<~巳とするマ人I.\lf.艇上、ボソポゾずる
12 :熊縄色相村上(I()YR5/8)1IR7と間賞

13: "骨8手術色倫土 (5YR3/41総 l岬
14・以色シルト貧土 OOYR2八3
15"'11): ，，~と岡Ill. 16暢環包ンルト貧土 UυγR2/1)

に151!!策総色鮒貫主IOYR5l曲 が!(!繊筒状に

入る

]1 : にぷい貧絢色シJ~ )、償給 J: (0)"1桔13)鳩山総上

を環状に多〈含tr人為的啄め携しj

JIi: JU.-僧色シルト拠絡ま(lOYR2f.効 SDl3S7J.良上.

灰化情。地山絡1:'='多〈含(l

(1 : 4()) 
2m 

上 。Sf{ T 1330-6.府出土の遺物(第13図 3)

鋭化物府中で発見、総積不明

在 S IU 1330とその問辺遺構量産総状況 {~t東→)

写真左手前がs1( 13-10土坑

主i: S K 1 1330土層 (A-B問)j住鎖状況{北東→)

中央に焼上層(13悩}が分布する

第 12図 S K 1 1330竪穴状通機土層断面図
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第13図 S K I 1330竪穴状遺構、 SK 1332土坑出土遺物

怒号 1]j別 ffii ]移 tli土佐間・屑イ立 特 1奴
口径 成後 器i潟 J~径 高径 外1頃
(cm) (cm) (cm) 指数 指数 !!E 

1 須恵器 台付i不 SKIl330-1問 内外.ロク口調整、底.回転ヘラ切り(?)→ナデ 11.3 7.4 3.9 0.65 34.5 20' 

2 須恵2号 L不 SKIl330-8関上部 内外・ロク口調築、底:@]転ヘラ切り、被熱、焼成不良で黄僚色を皇する 7.0 (1.1) 

3 二i二(lifJ*~ 不明 SlくIl330-61釘 ~I，ロク口、粘土積み上げ痕顕著に残る、外.縦位のケズリ、 tl:l二!こ状況写主主あり

4 土 ílifJ~ llt刷 SKIl330…1回日前 内面に黒色化したガラス質の付着物(湾)あり、底部の厚さ3.1cm

5 須恋 t'Iii j司、 SK1332-6問 内外.ロク口調整、底回転ヘラ切り→擦痕あり(窓図的か百か不明) 12.5 7.3 3.4 0.58 27.2 31 

6 土師*~ 均〈 SK1332-6隠 内外・ロク口調紫、底・問転糸切り、'j[:J形 13.2 5.5 4.0 0.42 30.3 38' I 

7 土附j*fi L不 SK1332-6厨 内外.ロク口調整 10.6 (3.6) 

8 j二日市r.1f 1Ill SK1332-6Jrij 内外・ロク口調整、被熱 16.0 (3.1) 

ゴニHilir.~ 宝E SK1332…61百 内外.口クロ錦絵、底 IHJ転糸切り、内外部妙、付着 7.3 (3.8) 

20 



第 3章第119次調査の概要

の長さ3.3m、東西は4.6111以上の規模となる。掘り込み面は第E層中であり、小さな土坑の集合体の

様をなし、 SK 11321のような平担な床(底)面は少ない。確認面から底面までの深さは最深で1.4

mとなる。堆積層を観察すると人為的に埋め戻された土で占められ、火山灰の混入は肉限では認めら

れなかった。

出土した遺物(第13図1'"'-'4)には、土師器・須恵器・瓦・土製品(柑塙・羽口) ・鉄浮がある。

破片の重量比(%)でみる土師器:須恵器:瓦3者の出土割合は42:17:41となり、瓦が比較的多く自につ

いた。また鉄津は8.53kg得られている。なお4の増塙は、穴j畢義功氏によると内面の付着物から銀(銀

合金)もしくは銅(銅合金)を溶解した容器ではないかとの教示を得た。また 3は円筒状の土製品と

なるが、器種は不明である。

S K 1340土坑、 SD1357溝跡、 SN 1334焼土遺構(第11図)

S K1340は遺構確認作業を通しでも西側のフランは明確にできなかったが、一辺が約1.3m四方の

隅丸方形を呈する土坑と考えられる。掘り下げは行っていないが、確認面上には多量の炭化物が認め

られる。 SD1357は東西に延びる溝であり、そのi揺は30cm前後、深さは22cmとなる。同溝は配置とし

ては、 H1トレンチの SD1341あるいはSD1352のいずれかに接続していた可能性がある。 SN1334 

はSK I 1330を人為的に埋め戻した上面(1層、第直層面相当)に構築される焼土遺構である。これ

は次に述べる SX1353鍛冶炉の確認面と同一である。焼土面の規模は長さ80cm、!福70cm程の略円形を

呈する。 H1トレンチのSN1318と同様に掘り込みを伴う形態ではなく、確認面上での火の使用に伴

う施設と判断される。

S X 1353鍛冶炉(第11図)

S K 11330の北側に隣接して存在する。長さ95cm、幅50cm程の焼土面(酸化・還元面)上に焼けた

磯・鉄浮が10数点分布する。周辺の土を筒いにかけたことろ鍛造剥片が見つかり鍛冶炉と判断したも

のである。しかし磯・鉄浮はいずれも焼土面から浮いた形で検出されており、 SX1320鍛冶炉のよう

な明瞭な炉底は確認できなかった。遺構の確認面レベルから SN1334焼土遺構やSK1340土坑との関

係(同時存在を含め)が類推される。

②S D 1343・1344周辺の遺構(第14図)

表土面で、の標高が40"'-'41 m前後に位置する遺構群である。検出地区は JS . J T05近辺となる。こ

こでは2条の並行する溝と小柱穴が点在するだけであるが、日 1トレンチにおける標高40'"'-'41m前後

と同様に、 SD1344以北においいて地山面の観察から竪穴状遺構の存在も推測される。

S D1343・1344溝跡は、1.4mの間隔を保って東西に延び、その幅は30cm前後である。周辺の小柱穴

は径が15'"'-'30cm程となる。なお SD1343・1344溝を西側に延長させるとH1トレンチの SD1346に接

続する位窪にあたる。

③S K 11330以南の遺構群

表土面での標高が44'"'-'46m~こ位置する遺構群である。土坑・溝が存在する。各遺構内からの遺物の

出土はない。

S K 1326土坑(第15図上段左)

J L07・08で検出した。遺構の東端は調査区外に及ぶため、形状・規模は不明であるが、現況では

南北・東西とも 1mを測る。おそらく東西に長い隅丸長方形を呈すると思われる。第E層中あるいは
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S 0 1328 
I :，弘前島包ンルト鍵納土“OY間 12)償化物少縫合む

2 焔偽色γJH.!害総x(lOY胎ノ3)
S 規約邑シルト鍵納寸て(lOY回121
4 :絡調尽色::，""vH~納骨 (JOY悶 14)
※会廊崎に鳩山，U~弱状に多〈合み、織委りもやや破

人為IlIIj1，・8・

SK 1329 
1・峨縄色，，1:1シル 1.()OY悶 13)火山灰ヴロック

2 陪褐色 ~/1r ト質上 00"喰3/3) ~IUII;土般化物e!ll.)!(I:
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J : A民俗e::-JH咽土 uOY砲/抑亀山勧上少S置のみ合U
4 :織縄eシルト質私念付。y1<3ノ目 池山植土m状ζ多〈含む

6: 'il純血シルトlIt紘..t(I()y弐3ノ心地IIJ総当 醐化扮~，眠状

に多〈含む

SNJ担2
1 附織&シルト貧土仔。日常3/4) 総 t~多〈念。

骨
S N 1322-1)曹出土の鋭化米

第15図 S K 1326.1327・1329土抗、 SD1328;葺跡、SN 1322焼土遺禍
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S D 131gb 

1 暗褐色シルト質粘土

(1 OYR3 14)堅くしまる、

シルト質土と地山粘土

の混合土

2 :黒褐色シルト質土

(10YR3/2) しまり弱、

地山粘土少量のみ

3 :暗褐色シルト質粘土

(10YR3/3)地山粘土

ブ、ツロクを斑状に多く

含む

4:暗褐色シルト質土

(10YR3/4)地山粘土

を少量含む

5 :黒色シルト質土

(10YR2/1)地山粘土

少量のみ含む

S K1332 

6:黒褐色シルト質土

(10YR2/2) 

7:黒褐色シルト

(10ミ宋213)

※人為的堆積こじ層境

不明瞭

h. j:整地層

日
N

......r 
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SK1332 

SD1319b 
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I 2トレンチ遺構配置図第16図



第 3章第119次調査の概要

第N層上面から掘り込まれており、その深さは最深で35cmとなる。

S K 1327土坑(第15図上段中)

J L07で検出した。 SK1326の北約1.2m~こ位置する。規模は東西70cm、南北50cm程の不整方形を呈

する。深さは25cmである。

S K 1329土坑(第15図中段左)

J 007で検出した。確認時のフランから網丸(長)方形の北側に張り出しをもつことから、 2遺構

の重複が考えられたが、精査の結果一つの遺構と判断された。現況での規模は南北1.6m、東西は0.9m

となる。第E層中より掘り込まれ、確認面からの深さは25"'40cmとなる。底面は平坦ではなく緩やか

な凹凸が見られる。 堆積土最上位(1属)にはブロック状の火山灰が見られることから、土坑の廃棄

時期は10世紀前葉かそれ以前と推定される。

S D1328溝跡(第15図上段右)

J M . J N07で検出した。東西に延びる溝であり、確認した長さはトレンチ幅一杯の 2mである。

l憶は1.1"-'1.2m程であり、第E層中(上面か)より掘り込まれる。底面は平らな箱堀状を示し、深さ

は最深で55cffiとなる。同溝に対応する溝は西側のHlトレンチには認められなし1'¥が、更に西側のBト

レンチに目を移すと、 SD1304に接続するものかもしれない。

④ I 2トレンチの遺構

SD1319b空堀跡(第16図、図版3下)

日 2トレンチの SD1319 aに接続するとみる空堀跡である。掘り込み面は1319aと同様に第E層中

である。確認面での幅は1.75'"'-'2 mで=あり、断面形状は逆台形状を示す。底面は平らな箱堀状をなし、

下端部の揺は0.6m、深さは最深で0.951TIとなる。

掘り下げはごく一部ではあったが、土師器杯、須恵器杯・護の破片と共に、重量1.29kgの鉄浮も出

土した。

S K 1332土坑(第13・16図)

S D1319bの北約 5mに位置する。一部のみの精査であり形状・規模は不明確ながら、南北長が2.1

mとなる比較的大型の(椅)円形土坑を呈するものと考えられる。掘り込み面は整地層 j面(第H層

下面)であり、このことから整地層の下限時期を類推することが可能となった。

出土遺物(第131sJ5 '"'-' 9 )は、須恵器杯、土師器杯・皿・察、羽口、鉄j宰がある。

(3) Jトレンチの遺構と遺物

Jトレンチは Iトレンチの東22mに設定した。調査の結果、道路南 J1トレンチ(長さ48.6m)で

はJJライン以北のほぼ全面に遺構の分布が認められ、フランは明確にはできなかったが、表土面で

の標高が40m前後の位置に竪穴状遺構が存在していた可能性が高い。また北の J2トレンチ(長さ

25.5m)では土坑と掘り込みを伴う焼土遺構を検出した。

① JQ"'JTラインの遺構群(第17図、図版4下)

J 1トレンチ北部、表土面での標高が40"'41m前後に位置する遺構群である。この地区では多くの

土坑 (SK1323・1324・1349・1350)、焼土遺構・柱穴等と地山部での硬化面の確認から竪穴住居跡

あるいは竪穴状遺構の存在を予想し、当初の I1届 2mのトレンチを最終的にI1届4.8m~こまで拡幅したが、

竪穴としての壁の立ち上がりなと、の確認はで、きなかった。なお本次調査区において唯一中世の遺物を
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S K1323・1324
1 黒褐色シルト質土 (lOi官2/3)地山粘土少量のみ含む、水性堆積か
2 :黒褐色シ}~ト質土 (WYR2/3) 地山粘土斑状にやや多く含む
3 : 11音褐色シルト質粘土 (10Yl<.3/3)地山粘土をブロック状に多く含む
4'黒褐色シルト質土 (lOYR212)地IJr粘土少量のみ含む
5 :暗褐色シルト質粘土 (10YR3/4)地111粘土をブロック状に多く含む
6 :褐色粘質土 (10YR4/6)地山粘土をブロック状に多く含む
7 :褐色粘質土(1OYR41 6)地山粘土を多く含む
※ 2 層以下は人為堆積か、 3~5 層はしまりやや弱

5
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.
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J 1トレンチ北側の遺構配置函
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払田義1&跡調査事務所年報2001

伴う遺構 (SK1325) を検出したのは当該地点にあたる。

出土遺物はSK1323で土師器杯、 SK1324では土師器杯・護、須恵器繋が見られた。

S K 1325土坑(第17・18図)

J Q97を中心とする地区で検出した。規模・形状はその東端が調査区外に延びるため不明確ではあ

るが、現況での規模は南北が1.5"-2 m、東西長が4m以上の長円状を呈する。掘り下げは行ってい

ないが、確認面上から、須恵器系中世陶器(第18図)と土師器杯・護、須恵器蓋・棄が出土している。

第18図1"-3は別個体ではあるが、いずれも暗赤褐色の色調を呈する。 2は被熱で器面が痘痕状に剥

落している。 3外国のタタキは櫛白状を呈する。

② JJ"-JQラインの遺構群

J 1 トレンチ中~南部、標高41'"'-'45m~こ位置する土坑 e 溝跡である。

S K 1335 . 1336土坑(第19図上段、図版5

両土坑ともその東端が調査区外に延びるため形状は不明確だが、東西に長い隅丸長方形を呈してい

たと思われる。現況での規模はSK1335で南北1.65m、東西は1.3m以上に、 SK1336は南北が1.75m、

東西1.6m以上となる。両者とも第E層中より掘り込まれ、確認面からの深さはSK1335で70cm、SK

1336では75cmとなる。

S D1338・1355・1356溝跡(第19図下段)

J N99で検出した。 3つの溝が等高線に沿うように東西に延びる。 3者は重複し、!日い順に SD

1356→ S D1355→ S D1338となる。 SD1356は未掘で深さは不明だが、確認面での幅は25"-55cmとな

る。 SD 1355は幅が60"-140cmと一定せず、深さは15cm前後である。 SD 1338はSD 1355の北側壁を

共有するようにその内側に幅30cmの溝を掘り込む。深さは20cm前後となる。なお溝跡の北側に隣接し

て風倒木痕が存在し、これを切り込む土坑 (SK1339)が認められる。

これらの溝は西から BトレンチSD1305-H 1トレンチSD1341・1352-1 1トレンチSD1357と

接続していた可能性がある。各溝はいずれも表土面での標高が42"-43m~こ位置している。

③J 2トレンチの遺構

S K 1354土坑(第4図)

J 2トレンチ南端、 KC96・97の第N層面で検出した。立木(杉)の関係で遺構の規模は特定でき

なかったが、円(楕円)をなす土坑と考えられる。確認面上から土師器片が出土している。

S N 1322焼土遺構(第15図下段、図版 5中・下)

KG  . KH95の第E層中で検出した。規模は南北100cm、東西85cmの略円形を呈する焼土遺構とし

て確認した。精査の結果、緩いU宇状の掘り込みを伴うことが判明し、確認面から底面までの深さは

25cmとなる。なお底面は第V層地山面レベルには達していない。焼土遺構ということで、堆積土を全

量持ち帰り、締いにかけたところ88粒の炭化米が抽出された。

炭化米以外の出土遺物は、土師器杯・皿類がある。

(4)段状地形と整地層(付図)

長森丘陵部北西端部では、平成元年度の第80次調査(微地形測量と測量基準点の埋設)において段

状の高まりがあることを確認、図示している(~年報1989~ 第 6 図参照)。その高まり自体の本文中

における記述はないものの、図を見る限りでは 2段の高まりが東西方向(北西一南東)に20数mにわ

oo 
qノい】



第 3章第119次調査の概要

SK1335 

45.300m一一一

S K1335 
1 黒褐色シルト質土 (10Y叉2/3)
2 褐色粘質土 (10YR4/4)地山粘土ブ、ツロクを斑状に多く含む

3 :黒褐色シルト質土 CI0YR2/2)
4:暗褐色シルト質土 (10YR3/4)地山粘土を斑状にやや多く含む

5 :黒褐色シルト質土(1UYR3/2)
6 暗褐色シルト質粘土 (lOYR3/3)地山粘土を斑状にやや多く含む

S K1336 
1 暗褐色シルト質粘土 (lOYR3/3)地山粘土を斑状にやや多く含む

2 ;黒褐色シルト質土 (l0YR2/3)
3 :褐色粘質土 (lOYR4/4)地山粘土ブッロクを斑状に多く含む
4:暗褐色シルト質粘土 (lOYR3/3)地山粘土を斑状にやや多く含む

5 黒褐色シルト質土 (lOY百2/2)
6 ;暗褐色シルト質土 CIOYR3/3)土質は4層に類似

SD1355 SK1339 

S D1338 
1 暗褐色シルト質粘土 (lOYR3/3)
2 :暗褐色シルト質土 (lOYR3/4)地山粘土を斑状にやや多く含む

。 2m 

第四国 S K 1335 . 1336騎 1339土坑、 SD 1338 . 1355・1356溝跡
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たり記録されている。この地形は現在でも追認でき、上下段の差は最大で1.6mt之達している。

本次調査では、結果的に第80次調査時の高まりを西端として、ここから東に延びる東西方向の段状

地形を確認したことになる。付図及び第27図に今回測量した段状部の地形図(縞点貼付箇所)を示し

ている。これに従うと、丘陵北端部を東西に 2-----3段の地形改変痕が約150mにわたり連続して観察

された。基本的には自然地形(等高線)に沿う形ではあるが、明らかに切土・盛土という整地を行っ

ており、一段の幅は4-----10m程であり、段差(高さ)は40-----70cmを計測する。

①H2トレンチ整地層と出土遺物(第4・20-----22図、図版6)

トレンチを設定して土層を観察すると整地層の構築時期が明確となる。特に本トレンチでは二次堆

積ではあるが、十和田 a火山灰の介在から上限時期が特定される。第4図に日 2トレンチの土層断面

図を示しである。図中の a""'g層が基本層序第E層と第百層に鉄まれる形で確認された。とのうち e

層以下は火山灰を含んだ自然(水性)堆積層であることから、おそらく火山灰降下(後)に伴う流入

と見ることができる。その上位に間層を欽まずa'c'd層が形成される。これらの堆積層は混入物

のあり方から人為堆積土であり、盛土@整地層にあたる。 c'd層には微量の火山灰を含むが、 a層

には認められず、整地層形成にあたり c'd層期と a層期の時間差が予想される。整地層の淳さは、

25.-....60cm程度である。

H2トレンチ内における整地層出土遺物は、土師器・須恵器・緑紬陶器・瓦・羽日 e 鉄j宰 e 石器(石

鍛・石匙等)がある。破片の重量比(%)からみた土師器:須恵器:瓦の出土割合は69:27:4であった。

また鉄津は3.7kgの出土量があった。

第20-----22図にH2トレンチ整地層出土遺物を図示した。 4・5・8が火山灰層直上のd層出土であり、

他は a層出土となる。 2は須恵器杯底部に箆書(焼成前に記入)が認められる。ヘラ切り後の外底面

を平滑にケズリ(のちナデか)した面に「出羽仁コ/郡口男賀/凡酒杯J (/は改行)と少なくとも

9文字が書かれている。緑紬陶器(第22図)は手付瓶の各部の破片である。詳細は第 5章を参照いた

だきたい。

② 1 2トレンチ整地層と出土遺物(第4. 23・24図、図版6)

一方、東に隣接する 12トレンチでは整地層形成の下限時期が類推される。ここではh.i . jの整

地層が認められ、層厚40-----105cmを有する。 3層とも肉眼では火山灰混入の有無は不明だが、ここで

もi. j層期とh層期の 2時期の時間差が考えられる。 i. j届期はH2トレンチ c'd層期に、 h層期

はa層期にそれぞれ対比される。同トレンチでは整地層hを古代の土坑SK1332が切り込んで構築し

ていることから、 SK1332の時期を下限期とすることができる。向土坑は出土遺物から10世紀前~中

葉段階とすることができ、このことから日 2・12トレンチでの観察地点との前提を伴うものの、十

和田 a火山灰降下・流失直後から 2時期にわたるものの比較的短期間に形成されたと推測される。

また 12トレンチでは第班層と整地層h'"'-'jの層境が非常に明瞭に識別できる。このことは整地層

形成にあたり、当時の表土を剥離させた上で盛土した結果と判断される。同様のことはH2トレンチ

でも見て取れるが、 1 2トレンチほど明確には観察できない。

1 2トレンチ内における整地層出土遺物は、主にh賭出土であり、 i . j層は少量である。土師器・

須態器・瓦・士宮塙・羽口・紡錘車・鉄浮・砥石等があり、図示したもの(第23・24図)は全てh層出

土となる。破片の重量比(%)からみた土師器:須恵器:瓦の出土割合は64: 30 : 6であった。また鉄浮

ハUつ1U
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番号 穏)j1J 器形 出土位霞・局位 ヰ守 徴
口径 底径 器高 底径

指i笥数筏
外傾

(cm) (cm) (cm) 指数 度

1 土自前器 上手 H2トレンチ護地図-a層 内外ロク口調整、底.回転糸切り、被熱 12.9 4.8 4.9 0.37 38.0 30' 

2 須恵器 郎 H2トレンチ整地層-a層下 内外・ロクロ誠整、底回転ヘラ切り→ケズリ→箆書(焼成前) 7.2 2.5 

3 須主主器 台付上不 H2トレンチ?を地図-a筒 内外:ロク口調整、底:回転ヘラ切り 7.5 (2.2) 

4 須恵器 査 H2トレンチ整地鼠 cll爵 内外ロク口調整 13.8 (8.7) 

5 須窓器 まま H2トレンチ整地腐-cl腐 底:砂底→ケズリ→合音[l接合→ナデ、意肉的な打ち欠き 11白8 (2.1) 

6 須恵 ~ii 音量 H2トレンチ整地層 al笥 内外.ロクロ訴]愁 11.4 (4.8) 

7 ~、}怠滋 褒 H2トレンチ護地層…a層 内外・ロクロ制緩 (5.8) 

8 須窓器 導~~ H2トレンチ整地問 a局 外:格子タタキ、内:不明、器国令体(割口を含む)が摩

9 須恵器 宝2 H2トレンチ整地層-a屑 外:IJL行タタキ、内脊海波当て具、意図的な打ち欠き、内面に使用痕跡、なし

1O~12 須窓器 Jコ~百己 H2トレンチ整地図-a周 内外.ロクロ誠整→外:ロクロを利用した平行沈線、 i汚一個体

13~15 須;容器 手5I~ H2トレンチ整地層-a層 内外・ロク口調整→外ロクロを利用した平行沈線、同一飽体

16 須恵器 ヨ~ H2トレンチ護地層-a層 外波状文

17 瓦 IJL瓦 H2トレンチ整地問 a局 凸間:71品巻文U[lキ、町立百:;(fi羽

18 瓦 平瓦 H2トレンチ怒地層一cll習 凸部:終予U[lキ、間部・布目

19 石製品 磁 H2トレンチal百一七 仁[Jt且か、重量27.9g

20 陶器 ~~ 、 H2トレンチa層上 近 j投陶器、鉄治Il(外商やj;:'[ご端~底面をj徐く)、底部に箆警あり (2.7) 

21 砥石 {土 i二砥 H2トレンチal務上 近世以降か、重量211.6g

22 銭貨 H2トレンチa層上 5枚添え雪

第21密 整地麗出土遺物 (2) H 2トレンチ(2 ) 
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/ι二三つ:ヲ

口一日

18 :紡錘車(鉄製)

19 :平瓦
20 :羽口
21 :増塙
(内外面赤色化、内面緑青付着)

22..........24 :砥石

口 24

m
 

n
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1
i
 (1 : 2.5) 

第24図 整地層出土遺物 (5) I 2トレンチ(2) 

番号 種目IJ ~~形 出土位置・層位 特 徴
口径 底径 器商 底径 高径 タト傾

(cm) (cm) (cm) 指数 指数 度

23-1 須 Ï~ 器 上不 12トレンチ整地層-h問 内外ロク口調整、底.回転ヘラ切り→墨書あり 7.4 (1.9) 

2 須恵器 J:f 12トレンチ整地腐-h層 内外・ロク口調整、底・回転糸{J]り→墨書(墨痕)あり 8.4 (1.9) 

3 須恵器 均t 12トレンチ護地層-hJ脅 内外.ロク口調主主、底:回転ヘラ切り、内部庭面あり(使用に伴うものか) 7.6 (1.2) 

4 須恵器 均く 12トレンチ整地層-h層 内外:ロク口調整 11.6 (4.9) 

5 須恵器 蒸 I2トレンチ整地溺…h層 内外:ロク口調整 13.6 (3.0) 

6 須恵器 長頭表 12トレンチ繋地層-h層 内外:ロク口調整 (6.9) 

7 須恵器 き史 12トレンチ整地局-h間 外.平行日ロキ、内-平行当て呉

8 上師器 j干、 12トレンチ整地層-11層下街 内外ロク口調整、底ー回転糸切り、完形 13.0 6.0 4.1 0.46 31.5 33" 

9 土 AI!i器 j不 12トレンチ整地層-]1層 内外.ロクロ調整、底:回転糸切り、被葬I~ 1') ') 4.0 4.0 0.33 32.8 36" 

10 土邸器 会付杯 12トレンチ繋地層-h局 内外.ロク口調怒、底:菊花状のケズリ 7.2 (2.7) 

111 j二日mg[i 小Jfo~きt~ 12トレンチ愁地問一11層 内外ロク口調整、成:[i'iJq去糸切り 9.5 4.4 5.4 

12 土Ii市器 霊2 T2トレンチ整地局…h屑 非ロク口、内ーハうメ、底IiIT::Jデ 8.0 (3.5) 

13 土 fii!im-f き更 12トレンチ整地問-]1厨 jドロク口、外:ハケメ、内:横ナデ 14.8 (7.9) 

25-1 須 JJ:~器 均t 11トレンチ臨層 内外ロクロ調整、底:回転ヘラ切り 10.8 6.5 2.7 0.60 25.0 26ロ

2 須恵器 蓋 11トレンチillJ留 内外.ロク口調慈 (2.5) 

3 須;tt'(器 議 Ilトレンチ阻層 内外:ロク口調整、内簡を転用硯に使用か 14.6 2.3 

4 須恵 25 饗 Iトレンチ 外:5条l組の波状文

5 須窓器 合付杯 12トレンチ 内外-ロクロ司自殺、底問転ヘラ切り、焼成不良 5.6 (3.9) 

6 土師器 i不 Iトレンチ 内外.ロク口調整、底部医転糸切り→箆悉f-J(焼成前) 7.2 (1.6) 

26…17 土師器 土不 J1トレンチ北端 内外ロク口調整、底.回転糸切り、被熱 13.2 5.8 5.0 0.44 37.9 27" 

20 土師器 皿 J2トレンチ、 SN1322周辺 内外ロク口調整、成:毘転糸切り 13.6 5.6 2.6 0.4] 19.1 57" 

21 須 fJ.~器 ;長鎖蕊 J2トレンチillJ習中 内外ロクロ誇m~室 10.9 (9.4) 

22 須窓器 長芸員盗 J2トレンチ殴!習中 内外・ロク口調整 (15.7) 
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は9.3kgの出土量があった。なお第24図21の土甘塙は、穴津義功氏によると色調・内閣の付着物から銅

(鍛合金)を溶解した容器ではないかとの教示を得た。

( 5 )遺構外出土遺物(第25. 26図)

①H ・1・Jトレンチ出土遺物

当該3トレンチでは整地層を除く遺構外の出土遺物は少ない。しかし縄文@古代@中世@近現代と

幅広い時期の遺物が認められる。

1 2トレンチ第豆層中より須恵器系中世陶器(8 '""-' 16)がややまとまって出土している。

J 2トレンチではSN1322周辺の第直属中より青磁が 3 片出土した。 23~25は向安窯系青磁の椀あ

るいは皿である。 24は小片ながら仁!縁が残る。 23は外部に櫛目文が、内面には劃花文が見られる。ま

た26'""-'28は同トレンチE層出土の須恵器系中世陶器摺鉢・護である。

②K.Lトレンチ出土遺物遺物

Kトレンチ(長さ66nl) . Lトレンチ(長さ54.2111)は、前述のように表土(第 l

査である。それでも第 I属中より下記の遺物が出土している。

Kトレンチ:土師器杯 e 護、須恵器:L'1く e 棄、瓦、石録、須恵器系中位陶器

Lトレンチ:土締器土不@案、須恵器i不 e 護、五、石器 e 石核、須恵器系仁1=1担:陶器(播鉢)、寛永通宝

調みの去除

29・30はKトレンチ I層、 31はLトレンチ I層出土の播鉢である。

第 3節 小 結

1 古代

①段状地形の確認と遺構の配霞

第119次調査における最大の成果は段状地形の確認にある。雑木伐採後の現況地形観察とその後の

トレンチ調査により、少なくともH2・12トレンチ部では十和田 a火山灰降下@流入期を上限とし、

10世紀中葉を下限とする時期に段状地形・整地層が形成されたことを明白にした。 12トレンチでの

整地層を切り込むSK1332土坑の構築時期を見れば、火山灰降下後それほど時間を措くことなく整地

層が生み出されたことになる。しかしこの地点での段状部、表土面での標高が40nl未満には整地層形

成後の施設の構築は認められなかった。

一方、もう一段上位の標高40'""-'41 mライン上では、昨年度Bトレンチを含め 4地点(トレンチ)で

竪穴状の遺構を確認、あるいは想定することができる。すなわち西側から、 BトレンチSK 1 1295、日

1トレンチSK 1 1317、 1 1トレンチSD1344北側の竪穴、 J 1トレンチSK 1 1348である。ただH

1'""-' J 1 北端の 3地点では明確な遺構としてのプラン(壁の立ち上がり等)は見つけられなかったも

のの、平羽化された硬化面を検出しており、竪穴あるいは面的な広がりを伴う施設の存在が充分に類

推可能である。この段の遺構は、いずれも切土された下面に構築される(第27図参照)。

更に上位には段状地形は認められないものの、標高42~43mライン上に竪穴状遺構と鍛冶炉が隣接

する形で構築される。 H1トレンチの SK 1 1321とSX1320鍛冶炉が、 1 1トレンチの SK 1 1330と

S X1353鍛冶炉である。同標高ライン上には未掘箇所にもごく僅かな凹状部が観察される (H1-1 

1間と 11-J 1間)。これが竪穴の凹みとすれば、等高線に沿うように複数(少なくとも 4基か)

。。
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べ
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第 3 第119次調査の擁要

北一+中世墳慕
トレ !こ見る設状地形摸式圏48 
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の竪穴が配置されることになり、結果的に下段(標高40"-'41mライン)と同じような景観をもっ施設

構成を呈していたと考えられる。このライン上の施設は、鍛冶炉と隣接する竪穴状遺構の存在から、

鍛冶あるいは鍛冶に関連をもっ工房施設と見ておきたい。その日寺期はSK 1 1321での堆積土、特に火

山灰の介在 (1321D)を考慮すると、当初の構築段階 (1321A)は9世紀代に遡る可能性が高い。い

ずれにしろH2・12近辺での整地層形成以前に本ライン上の施設は機能を果たしていたことになる。

また東西の等高線に沿う施設として溝跡の存在にも着目する必要がある。標高の高い地点から見る

と、 46mラインではBトレンチの SD1303とHlトレンチの SD1342が、 45mラインではBトレンチ

のSD1304と11トレンチのSD1328が、 42"'43mラインではBトレンチの SD1305とHlトレンチ

のSD1341あるいはSD 1352と11トレンチの SD1357とJ1トレンチのSD 1338・1355が、 41mラ

インにはHlトレンチの SD1346と11トレンチの SD1343かSD1344がそれぞれ接続していた可能

性が高い。この4トレンチ間で見れば4条の溝が等高線に沿うように掘り込まれていたことになる。

こられの同時蒋在や鍛冶関連施設・段状地形との関係は今後の検証課題として残る。

②出土遺物

a) I出羽」箆書土器の発見

H2トレンチ整地層より「出羽仁コ/郡口男賀/凡酒杯Jの箆書須恵器坪が出土した。 4片の接合

個体であり、向調査トレンチ内には他破片は見つけることができなかった。三行の文字の解釈につい

ては、顧問である新野産吉氏の見解が寄せられているので紹介する。

「古代出羽田(秋田)郡のそれなりの地位にある地方宮人で男賀(鹿)氏を氏の称とする人の酒杯(盃)

を初めから予定して造られた土器J

なお「凡」については、 「おおしJ Iおおよそ{凡・大凡]J等の用例から「大Jとして次の文字

と合わせ「大酒杯j と現況では解しておきたい。

墨書 e 箆書の類による「出羽Jの文字は、秋田 e 山形県域を含めて管見の限りでは初出と思われる。

ただ漆紙文書では秋田城跡に確認例がある。第 9号文書(第54次調査出土)には、紙継ぎ百裏書とし
(註 1) 

て「出羽田出羽郡井上口口口口天平六年・・・」と記されている。一方、 「酒杯」の文字は墨書資料
(設2)

として宮城県古川市名生館宮街遺跡で出土例がある。 S1 1152住居跡出土の土師器杯の体部横位に「酒

杯」と記される(底部外面にも「上」の墨書あり)。竪穴・遺物の時期については、報告書では言及

されていないが、 9世紀前半代ではないかと考えられる。

b)緑紬陶器

払回柵跡では過去に 3個体の緑紬陶器が出土している。①第 2次調査では外郭北内に伴う盛土整地

層内より緑紬小椀の底部片が出土している。井上氏によると京都洛西窯の製品と推定され、年代は 9

世紀後半にあたる。②第47次調査の遺構外第 1層中(政庁域西前殿脇)から緑勅血が 1個体出土して

いる。これは『払田柵跡調査事務所年報1982Jlと『払田柵跡 I 政庁跡Jに図が掲載されている。③

未報告資料だが第75次調査において遺構外(表土層内)より緑紬深椀の口縁部;J¥破片が出土している。

これは東濃窯大原2号窯式(10世紀前半)にあたる。第75次調査区は長森丘陵中央部北端(政庁外北

西部)であり、今次調査区と同じ北側緩斜面部となる。

秋田県内での緑粕陶器出土遺跡は、払田柵跡を含め僅か4遺跡にすぎない。秋田市秋田城跡(椀 8

点、皿 1点)、能代市上の山立遺跡(椀 3点、近江系)、千畑町内村遺跡(椀 e 血4点)だけとなる。
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c)須恵器壷G出土

その形態が一輪挿しの花瓶に類似する須恵器壷Gは、高台はなく底部に回転糸切り痕跡を残す特徴

をもっ。今回、 Hlトレンチ・ SK 1 1321竪穴状遺構内より胴部~底部にかけての破片ではあるが、

1個体(第 7図2)出土した。出土層位はSK 1 1321Dの3層であり、十和田 a火山灰層 (11層)よ

り上位に位置する。口縁~肩部にかけて欠損しているので、形態は不明確ではあるが、佐野五十三氏
(註4)

の分類に従えば、中太型あるいは太型H類のいずれかと思われる。

査Gは静岡県内 2箇所の窯で焼成され、出土地は静岡県内と平城京・長岡京・平安京に集中するも

ののようで、その時期は中太型・太型E類で 8世紀後半から 9世紀初頭に限られる。用途は、堅魚の

煮汁運搬容器説、兵士の携帯用水筒説、仏具としての花瓶説などが示されている。東北での出土例は、

秋田城跡で 2個体、払田柵跡では過去に 3個体が出土している。陸奥では宮城県築館町伊治城跡(1 

個体)と多賀城市市JI [橋遺跡 (6個体以上)等で見つかっており、全て城柵あるいはこれに関連する

遺跡からの出土となる。

2 中世

本次調査区において、明確に中世と判断される遺構は、 J1トレンチ・ SK1325土坑のみである。

未掘ではあるが、確認面上に須恵器系中世間器(第18図)が10数点散在していた。

日 1・2トレンチの SD1319abはその掘り込み面・断面形状から、昨年度確認された SD

877空堀跡の北側を構成する堀ではないかと想定している。しかし出土遺物は古代の土師器・須恵器

と鉄浮のみであり、中世期の遺物は一切ない。しかも SD877と接続する位置での調査例はなく、今

後の追検証が必要となる。なお SD1319はJトレンチ内では未確認であり、 J1・J2聞の現道下に

埋もれていると思われる。いずれにしろ、長森丘陵西部には土塁・空堀で画された空間内に墳墓・火

葬墓などの墓域が形成されていたことが、昨年度の調査で明らかとなった。その時期は墳墓出土の陶

器から13世紀代と明記した。本年度の調査で推定区画(空堀)外にあたるが、 J2トレンチ内より同

安窯系の青磁が出土し、 13世紀代を後押しする資料が増えたことになる。ちなみに同安窯系青磁の出

土は払田柵跡では初見例となる。

その範囲は未だ明確ではないにしろ、遅くとも13世紀代には土塁・空堀構築という一大事業が遂行

される。しかし今年度確認された段状地形を観察する限りでは、古代の段状施設を大きく改変するこ

となく、逆に言えば古代の段状地形をうまく利用する形で土塁ー空堀が構築されたと言えるであろう。

言王

1 秋田城跡調査事務所『秋田城出土文字資料集II~ 1992 (平成4年)

2 古川市教育委員会『名生館宮街遺跡X~ 1990 (平成2年)

3 秋田城跡出土の陶器類の器種・点数は『秋田市史第 7 巻古代史料編~ 2001 (平成13年)に基づく

4 佐野五十三「牽Gの成立と伝播J W静岡県考古学研究~ 31 1999 (平成11年)

5 宮城県内の壷G出土遺跡は上記2遺跡の他に、多賀城市新田遺跡(第3次調査区、 1個体)、宮崎町東山遺

跡 (2個体)があり、やはり城柵官街に関連する遺跡である。宮城県多袈城跡調査研究所『東山遺跡VU1992 

(平成4年) p 61 
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図版3 第119次
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-46-

S K1355・1356土坑

(北→)

手前がSKl356 

S Nl322焼土i章構

ìiIi認状況 (~t司}

向上土磨断商

{商-)

， 焼土が帯状 ・馬蹄形

に巡る(北側が側<)



鐙地病(I-I 2~t端部}

土層i1t積状況(磁ー吋

l'eJtlJ腐([ 2トレンチ)

土層推積枚況{北東-)

草書地層下車車(1-12北総

務)における火山灰堆

積状況 〈南西~)

火山灰 (f.¥!j)がプロソ

ク状に分布

む摂;ー γ， 、
" 

-47-

図版6 第119次

. .ー←

'j制
て;ヘi喝



第4章第120次調査の概要

第 1節調査経過

第120次調査は、先行する第119次と並行する形で進めており、 9月28日から11月2日までを調査期

間としている。以下では調査B誌よりその経過を抜粋する。掘り下げの開始日は 9月28日であるが、

前章で報告のように事前の雑木間伐・除去は第119次調査区と一緒に 5'"'-'6月にかけて実施している。

調査区は、昨年度まで隣接地で掘立柱建物跡が検出されていることを踏まえ、トレンチの幅を 61TI

とし、等高線に亘交させるように南北方向を意識した設定を立案した。

粗掘り初日から、縄文土器・石器が出土した。 10月1日、表土層ながら遺物が比較的多く出土。灰

紬陶器や攻状耳飾も見つかっている。 2日には青磁や緑紬陶器も発見した。相変わらず遺物は多い。

3目、掘り下げ続行中、未だ明確な遺構の確認はない。 17日、ようやく遺構が見えてきた。竪穴・土

坑・溝がありそう。

10月23日、遺構の平面(確認面プラン)実測に入る。 25日には実測終了し、残りは埋め戻しのみと

なった。 30日より埋め戻しを始め、 31日に終了した。その後、機材の撤収を行い、 11月2日、本年度

の野外調査を全て完了させた。

第 2節検出遺構と遺物

1 認査区の立地と基本層序

第120次調査区は政庁の西約150mに位置し、長森丘陵地西部では最も高位となる平坦地から北側に

やや下降する位置にあたる。昨年度調査した第118次調査区の北側に隣接し、標高は南端部で、49m、

北端部では43mとなる。現況は杉林・雑木林である。

調査はトレンチによる調査法を採用するが、その主眼は一昨年ー昨年度に検出した掘立柱建物跡。

板塀跡の北側の様相を探ることにある。このことから調査区の位置やトレンチ幅を考慮した。掘立柱

建物跡の検出を想定した上でトレンチを 6rn幅とすることにした。実際には立木や基本土層観察の関

係上、 4箇所に細分される形となり、 Al区からA4区の名称、を付して調査を実施した。 4細分区は

第28図左を参照されたい。

調査区の基本層序は、 A-l区南西隅、 J D59グリッドで観察した。

第 I層:暗褐色土 (7.5YR3 14)表土、層厚10cm前後

第E層:暗褐色土 (7.5YR3/3)層厚20cm前後

第盟層:暗褐色土 (10YR3/4)地山漸移層、層厚10cm前後

第N層:褐色粘質土 (10YR4/4'"'-'4/6)地山
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2 検出遺構と遺物(第28図右)

本調査は、前項で紹介のように掘立柱建物跡。板塀跡北側の様相を探る(短期計画)ことにあった。

結果的に頭書の目的は達せられ(小結参j照)、調査期間の関係もあり、 A1・4区では第E層面まで

の遺構確認に留め、 A2・3区では第H属中までの粗掘りで本年度の調査を終了している。遺構確認

及び精査については、来年度の新規調査の一部に含める形で行う予定を立てている。

従って検出遺構は、各区での掘り下げ面までに確認された遺構となる。調査の結果、竪穴状遺構 2

土坑19基、焼土遺構 5基、板塀跡あるいは溝跡4条を検出した。遺構検出面はA1・4区では第

E層下面~第盟層上聞にかけてであり、 A3区の焼土遺構は第E層上~中面である。後者A3区の焼

土遺構と同一面では火山灰ブロックの堆積が認められた。

これら遺構の構築時期は、確認面での出土遺物の検討ーから土坑 1基 (SK1381)が縄文時代であり、

他は古代と判断される。遺構外では中世期の遺物も散見されるが、現段階では明確に該期の遺構は未

確認である。以下では、検出遺構と遺物の概要を報告する。なお今次調査で新規に付した遺構番号は、

1358~ 1386までである。

( 1 )古代

S A 1227板塀跡

A1区で南西-北東方向に延びる溝跡を検出した。一昨年第115次と昨年第118次で確認していた S

A1227板塀跡の北側延長部に位置することが明確となったため、遺構番号は第115次で付した SA

1227板塀跡を使用する。本年度確認しJた分は長さ4.7m、 rp~は25cm前後である。既調査分を含めた総長

は40.7m~こ達する。

S A1227は、第115. 118次で検出していた SB 1219・1222掘立柱建物の東側桁から東に2.5m前後の

距離を保って南北に延びる板塀跡である。ただ本年度調査した箇所では北東側にそのきを変える。

S A 1358'" 1360板塀 .i:蕎跡

A4区で東開あるいは南北に延びる溝跡を 3条検出した。 SA1358は東西に延び、そのi幅 15--~20cm

であり、確認した長さは4.4111になる。 ST，-1359はSl1，._1358を起点として北に延びる溝跡である。幅は

20cm前後で、その北側は調査区外に及ぶが確認した長さは3.8111となる。 SA1360はSA1359と並行す

るように南北に延びる溝である。 11届25cmとなり、現況で確認している長さは1.5111である。

S K I 1361 . 1369竪穴状遺構

S K I 1361はA4区南東部で検出した。 SA1359に西端を切られ、東端は調査区外に及ぶ。しかし

A1区にまでは延びないことから、その規模は南北が1.7m、東西が2.5111以上3.3111未満の楕円状

する遺構と考えられる。

S K 11369はA1区南西部で検出した。 SA1227・1358. 1359に鉄まれる となる。規模は南北

が2.25111、東西は西端が調査区外に及ぶもののA4 区にまでは延び、ず2.4111以上3.2111未満の~高丸方形

を呈すると考えられる。確認面上から土師器小片が出土している。

Al ・4区の土坑厩焼土遺構

本区では土坑18基、焼土遺構 2 基を確認している。士坑は一辺あるいは径が0.5~0.6111程の円形あ

るいは楕円形を示すもの(S K 1363 . 1365 . 1368 . 1370などj と1.2"'-'l.5n1の偶丸方形あるいは格円
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形を示すもの (SK1371・1372・1376・1380・1382など)に大別が可能である。焼土遺構は一辺が 1111

前後の楕円状を示す。 SN1362はSA1358に南端を切られる。

( 2 )縄文

該期の遺構はAl区北側、第頂層上国で検出した SK1381土坑 1基のみである。土坑南東網を古代

の土坑である SK1380に切り込まれる。規模は南北1.3m、東西が1.25mとなる隅丸方形状を呈する。

確認面上から縄文土器が10数点出土している(第29図1'"'-' 7 )。胎土に繊維を含むことと、文様構成

から前期に属すると考えられる。

( 3 )遺構外出土遺物(第30'"'-'33図)

遺構外の出土遺物は、古代の須恵器。土師器。瓦・青磁・灰紬陶器@緑紬陶器@土錘@砥石が、縄

文時代では土器 e 石器 e 石製品がある。出土層序はいずれも第 I~II 層にかけてである。

①須恵器 e 土師器 e 瓦

1 ~14が須恵器、 15~24が土師器、 25 ・ 2Gは瓦である。 1 ，~~ 6が須恵器坪類となり、 1 . 4は意図

的な体部周縁の打ち欠きが認められる。 2の外面底部には判読不能だが墨書が見られる。 7は蓋、 8 

'"'-'14は嚢・壷類となる。 11の内面には塁の付着が認められる。土師器は22・23が斐であり、図示した

他は全て郎類となる。 20は体部外面に墨書が、 21の内面底部には焼成後の刻書がそれぞれ認められる0

22・23は両国が黒色処理された棄となる。 25・26は凸面正格子叩き、凹面布目の瓦である。

②青磁・灰紬淘器・緑紬陶器

27は越州窯系青磁の杯か血となる。小破片ではあるが口縁部の形状から 5輪花となる可能性が高い。

28~30は灰紬陶器、 31'"'-'34は緑紬陶器である。詳細は第 5章を参照いただきたい。

③土錘・砥石

35・36は細管状の土錘、 37・38は砥石である。 37は極小だが完形品であり、本来提砥石等として使

用していたものが折れるなどして細分化されたものを再加工した製品と考えられるυ38は図示蔀 1面

のみを砥面としている。

④縄文時代の遺物

該期の遺物はAl区北側.S K1381周辺で縄文土器が点在する。ここに図示したものは石製品 2点

である。第29図8は攻状耳飾であり、 9は中央に径15mm程の穿孔を伴う環状石製品、あるいは環状を

る決状耳飾の残欠かもしれない。

第 3節 小結

l 検出遺構について

第120次は過去2年の第115・118次を含め、政庁西方における官街域のあり方を探る目的(中期計画)

で調査を続けている。過去 2次の調査では、 9世紀後半'"'-'10世紀前・ という比較的限られた時期

において、掘立柱建物が区画施設となるであろう板塀を伴い設題されたことが判明している。

政庁東方域では払出柵の創建直前 e 創建から終末にかけて 7時期 (A期疫所J'A期~F期)の変遷を

1
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払田柵跡調査事務所年報2001

辿りながら官街域を形成している。この東方官街域でE期と呼称している時期(10世紀前葉~中葉)

の遺構群は、南北，東西に延びる板塀と、これに岡された内部に整然と建物が並ぶ(~払田柵跡調査

事務所年報2000~ 第48図参照)。このような配置は、第115 ・ 118次で検出した遺構群のあり方に近似

する。建物配置・規模・検出数等に差異はあるもののE期にのみ、東方官街域に配された施設と同形

態を有する施設を対持する西方域平坦面にも構築させていたと考えられるようになってきた。

今次調査は短期計画で見れば、第115・118次で検出した南北棟の建物 2棟(各2時期)とこれらの

東側で並行して南北に延びる板塀跡の北側の様相を探ることにした。結果的には、第120次では新規

の建物は発見されず、東西の板塀跡 (SA1358)確認に伴い、政庁から外郭西門に至る道路@通路の

存在が想定されるに至った。すなわち SA1358板塀跡は、南北棟建物のうちの北側建物である SB

1222北面梁間と並行する位置関係で検出された。また第118次調査において SB 1222北東隅柱掘形の

北東 11TIを起点として、ここから東に延びる SA1313板塀跡も確認していた。 SA1313とSA1358は

約3nlの距離を保ったまま並行関係をもち、 SB 1222の北側に存在していたことになる。従って SA

1313とSA1358板塀間の約 3nlの空隙を通路としてみなすことが可能になるのではないか。

政庁から真西に歩を進めると (SA1228・SD 1231間か)、南北の板塀である SA 1226 . 1227に突

き当たる。出入口と考えられる途切れ部の存在から、ある時期はそのまま西に進み外郭西門に辿り

くことができたのかもしれない。しかし SB 1222が作られた時期は今回確認した SA1313とSA1358 

板塀間を通っていたと推測されることから、政庁からの直進路が北寄りにずれ、地形を考慮すると S

B1222を過ぎた所でいくらか南に折れ、それから真西に向かうルートが想定される。東西道路とその

変遷に南北の板塀(特に出入口の存在)を考えあわせると、東西道路は2例紹介した中間の SA1313 

とSA1228の間にもある時期存在していたと考えることも可能になるであろう。

2 遺物について

①越州窯系青磁の出土(第32図27)

払回柵跡では初出となる越州窯系青磁が発見された。 A2区の表土層出土の小破片ではあるが、

泉町教育委員会の八重機忠郎氏を通して、山本信夫氏(前太宰府市教育委員会、現山本考古研究所)

に鑑定いただいた結果、杯 11-2か皿 Ibで5輪花の可能性が高いとのことであった。時期的には 9

世紀第 3四半期から101主紀中頃となるようである。

越チトi窯系青磁は県内では千畑町内村遺跡(昭和55年調査)と琴丘町小林遺跡(平成12年調査)に次

いで 3遺跡目となる。当該青磁は、 「官街など国家と深いつながりのある遺跡からしか出土しないj

という貴重な焼物とされる。

②灰紬陶器・緑紬陶器(第32図28"-'34)

本次調査区出土の灰糊陶器は、猿投窯産の皿 (28) ・長頚牽(胴部、 29) ・平瓶(底部、 30)であ

ることが井上氏の報告から明らかとなった。 3点とも黒笹14号窯式 (9世紀前半)に比定されるよう

である。

過去、払回柵跡では 3調査地区から灰紬陶器が出土している。①第35次調査(政庁域内、北東部)

で長頚瓶と思われる破片 6点(問一個体か)、②第94次調査(外郭南門東北地区)で長頚瓶破片 2点

(光ケ丘 1 号~大原 2 号窯式、 10世紀初頭~前三I~)、③河94次調査(外郭南門南西地区)で建物の外
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第4章第120次調査の概要
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第2吉田 縄文時代の出土遺物

位置する溝 (SD1041)から無台の段皿 (10世紀初頭の東濃産《虎渓山 1期》か)と同地区遺構外(十

和田 a火山灰下層)より椀 1個体(光ケ丘 1号窯式、 10世紀初頭)がそれぞれ確認されている。この

うち後 2 者は『払田柵跡調査事務所年報1993~ に実測図が載せられている。

その他、県内の灰紬陶器出土遺跡は、秋田城跡 (26点)、男鹿市小谷地遺跡、(椀1個体、底部に「福j

(註:il

の墨書あり)、大雄村江原i嶋1遺跡、平成12年に調査された琴丘町小林遺跡(椀 1儲体、 10世紀初頭

の東濃産《虎渓山 1期)))で確認されているだけのようである。江原嶋 1遺跡では土器溜(土器廃棄

用土坑)としている SK05とこれを切る SD01溝跡などから約10点(おそらく同一個体)の破片が出

しており、灰紬陶器広口壷の肩部破片とされる。産地は不明ながら、猿投窯との比較から 9世紀前

半代のものと推定される。

緑利陶器 (31"-'34)は、 9世紀後半代 (K-90号窯式)の皿(31)・段皿(32)・小椀(33)・椀(34)である。

言王

1 八重樫忠郎「東日本における青磁の出現時期J W貿易陶磁研究J第20号 2000 (平成12年)

なお、雄勝町鵜沼城跡で越州、i窯青磁が出土したとの報告(橿原考古学研究所・土橋理子氏が実見、

研究所編『貿易陶磁J臨JI 1993年)がされているが、払回柵跡出土を受けて、鵜招城跡出土とされる資料

を再度見直したところ、注記(遺跡略記号と出土年丹日)から内村遺跡出土と判明したものである。逆にこのこ

とから、内村遺跡も越州窯系青磁・緑紬陶器を保有する遺跡となり、本年度調査された千畑町厨JI [谷地遺跡の成

果を引用するまでもなく、払司柵の関連遺跡であったことを再認識させられる結果を生んだことになる。

2 三l鳴隆儀・庄内昭男「男鹿市小谷地遺跡の墨書土器J W秋田県立博物館研究報告』第12号 1987 (昭和62年)

3 秋田県教育委員会『江原l鳴1遺跡、』秋|王i県文化財調査報告書第310集 2001 (平成13年)
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第4章第120次調査の概要
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第31図遺構外出土遺物(2 ) 

f号号 務1 )}IJ 苦言 f移 fドI二i二位置 !到な 特 徴
口f主 底tf ~~ 干!ロ匂1 IsS径 セずjが仁1ζ二 外M
(cm) (cm) (cm) 指数 指数 度

須恵 ~m J;f A1VII屑下 内外ロケ口調殺、氏回転ヘラ切り、;道:図rlSな打ち欠き 6.0 (1.3) 

] つ ~'[恵器 i下 A斗|ぇ一国間 内外ロクロf，J，¥1主号、 1l'i;:IE'1転ヘラ切り→黒?号、|勺而転用硯、;言問的な打ち欠き 8.4 (2.0) 

3 須恵 ~6 lf /¥11玄III層 内外ロク口調主主、 Iti:回転ヘラ切り 12.3 6.8 3.8 0.55 30.9 26
0 

4 須 Jま器 上不 /¥1区E間 内外ロク口調整、底.回転糸切り、内面転用「尻、意図的な打ち欠き 6.4 (1.5) 

日「 須 忠 器 台付i子 /¥1区1I1国 F 内外・ロク口調慈、底・問転ヘラ切V)(?)→同転ヘラケス1) C"l.4J 

6 須 T~1*ti i干 /¥3区日@上 内外.ロク口調?章、底:田転糸切り、内[市に使用にwう燦jE[あり 4.5 (3.1) 

7 須 T~~ 器 主主 /¥31豆町民u二 内外・ロク口調整 15.2 (2.6) 

15 士郎総 i不 /¥1区切(!i下 内外ロク口調怒、底回転糸切り(出土状況の写真あり) 12.3 4.8 5.3 0.39 43.1 29" 

16 =1: fHli *詰 i不 /¥2区1IIPlr 内外ロク口調整、底:1筑l転糸切り→箆設「ーjか、被r.~ 12.8 6.2 4.9 0.48 38.3 25
0 

17 土自ili*~ 上不 A41三回!百 内外ロクロw~1紫、底:1豆ド!反糸切り 5.8 (3.6) 

18 土 nifJ*~ i不 /¥3区E屑 内外.ロク口調設、底 i訓示糸切り、摩滅 13.2 4.6 4.6 0.35 34.9 36" 

19 f1i1i í!~ 1干 /¥3 [豆訂隠 内外ロクロ誠整、 j氏自転糸切り 4.6 (1.1) 

20 土日Hi*~ 土手 /¥2 [玄E府 内外.口クロ話~~J1ff、休部外面に苦

21 jニ附?it'i i不 /¥21KlII国 ~I:ロク口、内外・ミガキ→内而黒色処理….，.t.IJ tIf(黒色処埋後) 7.0 (2.9) 

22 j二mlií!~ 主必I耳、噂 /¥11三即日ド ~I:ロク口、内外.ミガキ→黒色処理

23 一一t附 :fiir 多5!主H、 A4IKlIIITi 41:ロク口、内外.1黒色処耳11

24 二!こ (lili*~ 台付i子 A41豆l/ITi 内外.ロク口調盤、 l勾fuiミガキ→黒色処耳11 5.0 (1.7) 

25 瓦 平瓦 /¥1区mlITi 凸頭・1名子f!1Jキ、 IJ.lI而.イfl回

26 五 31l瓦 /¥1区1I/r"i下 凸同:r各子f!1Jキ、 pn而・イfll~1
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第32図 遺機外出土遺物(3 )青磁・灰紬陶鶴・緑執鈎器
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第33図遺矯外出土遺物件}土鍾・砥石

左遺物出土状況

(A 2区百風下、第311!ilJ5)

右 :内蘭1::刻替のある

士郎~・1f (第~J凶2J}
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第34図 第115・118• 120次諮査区における建物と板塀の配量状況
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図版7 第120次
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調査官官の状況{北西-)

丘陵部平盟百 {右}

丹、 "， ~tl: 1.証斜しτいる

奥が政庁域にあた品

t開'lle後のAl区会長

(~t叫)

A4区の遺構分布状況

(北→)



A3区の造物分布状況

(北→)

S Kl3且1土坑破ijg状況

(商→)

純文土擦が点保する

遺跡見学会の様子(北京→〉

Al・4区周辺での1コマ
ヰ真左端の鴻がSA 1227 

図版8 第120次
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第 5章 払田柵跡第1198 120次出土の施紬陶器

愛知県陶磁資料館井上喜久男

1 第119次 .H2トレンチ整地層出土の緑紬陶器(巻頭図版2、第22図)

第22図はいずれも尾張猿投窯の製品と推定される。緑粕陶器は素地の一次焼成後に緑紬(鉛来由)を

施紬してさらに二次焼成した二度の焼成によって造られたもので、それらの素地の色調は褐色を呈し、

断面内部が灰褐色のものもある。個別に色調が変化したものであるが、 27の陶片の素地の白色味の色

調が本来目指した地肌のものと考えられ、その部分のみ淡緑色の紬調となっている。それらの 6点の

破片は緑袖手付瓶の各部の破片であり、素地の焼成状態や緑紬の色調に違いが認められるものの、同

一個体の可能性が極めて高いものである。

23・24は、頚部から下膨れの体部へ移行する肩部の破片であり、体部は轍櫨水挽き成形され、表面

は5'"10mmの幅のやや粗い箆詩IJり整形された後に、さらに細かい磨き調整が施されている。頚部は右

擁塘回転により絞られて成形されており、内面に絞り敏状の痕跡が認められる。表面の緑粕は摩耗が

著しく、箆削りによる僅かな稜線の緑軸が磨り減って、素地が露出した状態が観察される。それらの

破片の断面部は角が鋭利のままであり、廃棄された後に、破砕したとしてもそのまま埋没して流土な

どによる摩耗の痕跡が認められないものである。このような経年の使用によると考えられる緑紬表面

の摩耗は特に椀や血の内面底部を中心に認められる例がほとんどであり、 2片が同一個体とするとほ

ぼ全面にわたり摩耗痕が生じていると推定されることになる。

25は把手下端の体部の接合部分の一端が認められるもので、把手の下端が角に面取されていること

が判り、平紐状の把手であることが推定される。

26は体部下端の腰部から底部に移る部分であり、底部の周辺が挟られるように内面へ凹み、円板状

の底部を形成している。底面は27・28により平底であることが判り、底商の周縁寄りが撫で仕上げに

よりわず

に、報轄上に底板となる粘土の円板を置いてその周囲に紐輪積み成形した後に回転水挽きが施された

如くの未調整の状況を示しており、底面は平滑に撫で仕上げが施されずに凹凸のままとなっている。

その未調整の表面は緑紬が施されているが、経年使用による摩耗のため、剥落して地肌の露出が甚だ

しいものとなっている。その内面は26の陶片から見て、体部下端から轍縮水挽き成形が丁寧に施され

ているが、その底面は厚さが一定せず最初に轍櫨上に備えた円板の表面を軽く回転により撫でた位の

整形で止めており、その中心部は当初の円板を轍蟻上に据えた時の指押さえの凹凸がこのまま残存し

ている状態である。そして27にみられるように特異な形状として、そのほぼ中心と見られる位置に焼

成前の成形時に開けられた直径4mmの円孔が存在することである。その円孔の内面には底部表面に施

紬した時に流れ込んだと考えられる緑紬が呈色している。

この緑粕手付瓶は窯跡や消費遺跡に認められる通有の大小二種類のうちの大形のものに相当するが、

本例のように底部に成形時から穿孔されたものは、これまで確認されていない新発見のものである。

同形態の類例品として、埼玉県岡部町・西浦北遺跡第4号住居社出土の緑利手付瓶は竪穴式住居牡

の中心の土墳から灰勅長頚瓶と共伴して出土したもので、灰紬長頚瓶は口縁部が全て打ち欠き取られ、
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第5I告 払出締勝第1L9 ・ 120次出土の』也事由陶~~

線事由手付瓶!;!:頭部に!e手が付〈側の口縁のー部が欠き取ら才1ていた。いずれも猿段黛の製品である.

また、その他に全形が復元されているものに出土地不明の東京国立I専物館級品がある.福岡県甘木市 ・

池の上13号績出土のa骨穏として出土した縁結線彩文水絵I立、長門閥E置の緑粕陶態と推定吉れるもの

であり、 l氏自Eに約IOmaの円孔が害事孔されており、通炉jの綴脅総使用伊jのーっと考えられるものである。

その円孔は骨量Eとして転用される時に穿孔されたものと機定され.厳骨2~としての通有な使用例であ

る.

払閉鍋締出土例のように穿孔のある手付瓶は.外形的には全くの手付販のま昔穏ではあるが、製作時

の当初から底告f>に穴を附けた告書物として~られたことになり、用途が限定された専用~gとして、液体

容~~としての俊飽を否定した仮総として製作されたものということになる.出土1淘片の状態、からは表

耐に満遜なく隊粍痕がM!められ.単に祭礼器物として供えるだけではなく、かなりの1重度で表簡を僚

協する仔為が行われる使用法が惟察されるところである.

これら手付繊の務樋は灰袖と緑紬製品が4民投祭!雫笹14号 (K-I4)$討;から1l¥l!l'90号(f{-90)黛式

に逃られるようになり、なかでも大形品は黒笹90号 (K-90)紫式に盛行する.本研jのように体総の

府の張りが強いこと、府部の総皇置が厚いこと、成形方法として底板の上に休部の下単位まで4量級輸積

みしてから純鱗回転水娩吉成形したものと才能定されることかも、煤笹90号(1(-90)~程式の古式の綴

栂を示しているものであり、 9世紀中~後半にかけての年代が推定されるものである.

縁t曲絢総手付紙

(第119次.日記22鴎】

巻頭図版2(下段)

の源開

も辺司瞳
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2 第120次調査区出土の灰紬@緑紬陶器(巻頭図版2、第32図)

28はA2区1届出土の猿投窯製品の灰紬皿である。器形は車鹿轍水挽き成形されたもので、高台近く

になるにしたがい器壁が厚くなるものと考えられる。外側面(裏面)の高台寄りの半分ほどに回転箆

削り整形が施され、口縁部端を外反させ、皿の上面のみにたっぷり灰紬が掛けられて斑紋状に呈色し

ているものである。それらの形態から黒笹14号窯式に比定される。

29もA2区 1層出土の猿投窯製品の灰紬長頚壷の胴部と推定される小破片である。次の30と胎土や

灰紬の勅調が類似する破片であり、同一産地の製品であることを示している。小破片で、あるが、湾出

度と磯櫨成形の痕跡から服部のやや下方の腰部へ向かう部分の破片と考えられる。外表面には灰紬が

局IJ毛塗りされ、淡黄緑色を呈し、僅かに気泡が吹いて破れて痕跡となっている。内面の一部に灰粕の

流れた跡が認められ、口頚部内閣の施紬の際に灰粧が落ちたものと推定される。編年的な時期は轍櫨

成形や施粕の丁寧さなどから、黒笹14号窯式 (9世紀前半)に比定した30の資料の時期まで遡っても

差し支えない特徴がある。

30はA1区I層出土である。内面に瞬犠水挽き疫が認められ、撫で仕上げや摩耗痕が認められない

ことから、瓶類の底部と考えられる破片である。その瓶類の中でも底面が大きい平面となり、低い高

台が付く器種であることから、灰勅平瓶の底部破片と推定されるものである。高台の一部と考えられ

る底面の突起部の側面には灰紬が付着しているかのように溜まっており、平瓶の背部上面に施された

灰紬が流れたものと考えられる。尾張猿投窯の製品と推定され、残欠の高台の形状等から黒笹14号窯

式 (9世紀前半)に比定される。

31はA2区2層下出土である。腰部が横に開く器形と急に薄くなることから猿投窯製品の緑袖皿と

推定される。素地の内面と外側面は細かく磨きが施され、底部の高台内面は糠櫨水挽き成形のままで

ある。素地は陶質に良く焼き締まり、灰褐色を呈し、緑紬は素地の凹凸による紬層の厚さの変化によ

って僅かな濃淡が生じている。高台が欠失しているが、底部の中央が器壁が薄くなることなどの擁櫨

成形の特徴により K-90号窯式 (9世紀後半)に編年されるものと推定される。

32はA2区 1層出土である。口縁部の破片であり、傾き具合から皿と推定され、湾曲の小さい表面

と外側面が口縁部近くまで箆削り整形が施されていることなどから、猿投窯製品の緑軸段皿と推定さ

れる。素地は表面に磨きが施され、 31・34とも類似して良く焼き締まり、緑紬が厚く掛けられて淡緑

色の光沢のある色調となっている。 K-90号窯式に編年されるものと推定される。

33はA2区2層出土である。小破片で、あるが、湾曲の具合から猿投窯製品の緑紬小椀の腰部と推定

される。胎土・税調とも灰色気味であるが、表面は細かい磨きが施され、編年的には31・32・34と同

一時期と考えて差し支えないもので、 K-90号窯式に編年されるものと推定される。

34はA2区2層出土である。僅かに湾曲することや厚さに変化が少ないことから猿投窯製品の緑粕

椀の腰部辺りの小破片と推定される。 31と素地や紬調が類似する破片で、編年的にも31と同一時期と

考えられ、 K-90号窯式に編年されるものと推定される。
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第 6章調査成果の普及と関連活動

1 遺跡見学会の開催

『払田柵跡(第119・120次調査) ・厨川谷地遺跡 合同遺跡見学会』

平成13年10月20日(土)10:00"-' 13:00 

払旧柵跡の東側に隣接する千畑町厨川谷地遺跡と合同で見学会を実施

好天に恵まれ、 210名の来跡者を得た

2 諸国体主催行事への協力活動

発掘調査の現場や、政庁跡、外柵南門 e 大路周辺地域などにおいて、下記諸団体などの遺跡視察・

研修・見学会に対し、払出柵跡の説明や調査実習・体験を行った。

秋田県埋蔵文化財センタ一新任職員研修 (4月9B)、仙北町立南小学校六年生ー保護者(総合学習

:7月9日)、企業・行政研修(秋田大学学生:8月 1日)、チャレンジ研修マイフラン支援事業(8 

月1日ー 7日)、東アジアの古代文化を考える会 (8月5B)、社会貢献活動体験研修 (8月7日~

8日)、市町村埋蔵文化財担当職員研修 (A課程、秋田県教育委員会主催:8月7B)、イ山北町立仙

北中学校一年生進路学習(8月7日)、古窯跡研究会・石巻市教育委員会 (8月21日)、県教育庁総

務課・文化財保護室 (8月29日)、秋田県議会教育公安委員会 (9月4日)、{山北町立仙北中学校 3

年生 (9月7日)、県教育庁総務課・文化財保護室 (9月11日)、東北芸術工科大学歴史遺産学科 (9

月26日)、秋田大学教育文化学部日本史研究室 (9月幻自)、秋田県高等学校初任者研修 (10月18日)、

北海道七飯町教育委員会 (11月7日)、財団法人群馬県埋蔵文化財偽調査事業団 (12月6B) 

3 顧問会議の開催

第53回平成13年10月15日(月)

第54回平成14年 2月28日(木)

4 発掘調査への協力 e 指導

千畑町厨j[[谷地遺跡(秋田県埋蔵文化財センター南調査課担当)

平成13年 5月14日"-'11月26日

5 中国研修生の受け入れ

平成13年11月5日"-'6日

研修生 王埼(甘粛省博物館歴史部) 魂文斌(甘粛省文物考古研究所)

研修内容 赤外線テレビカメラの操作法とその実智
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6 史跡払田柵跡保存管理計画策定指導委員会 (1山北町主催)への出席

第4回 平成13年7月16日(於:仙北町ふれあい文化センター会議室)

保存管理計画の概要検討

第5田 平成14年 1月28日(於:{山北町役場大会議室)

保存管理計画策定(素案)の検討

第 6回平成14年2月27日(於:仙北町役場大会議室)

史跡払田柵跡第 2次保存管理計画書(案)の検討

7 払由嬬跡環境整縞審議会(仙北町主催)への出席

平成14年3月29臼(於:仙北町役場)

8 第30回大規模遺跡調査連絡協議会への出席

平成13年 9 月初日 ~21 日(於:福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館)

9 報告白講演 a 勉強会

高橋 学「払田柵は“なぜ"作られたのか(1) J 柵の案内人「ほたるの会」第 1回勉強会

平成13年6月14日 場所:仙北町ふれあい文化センター

高橋 学「払田柵跡について」 企業・行政研修、チャレンジ研修マイプラン支援事業講話

平成13年 8月 1B 場所:秋田県埋蔵文化財センター

高橋 学「払田柵は“なぜ"作られたのか(2) J 構の案内人 fほたるの会j 第 3匝勉強会

平成13年 8月23臼 場所:仙北町ふれあい文化センター

高橋学 I11章秋田のあけぼのJを考古学的見地から読む」

公開シンポジウム IW秋田県の歴史』を読むJ 2001年度秋大史学会基調報告

平成13年 9月22日 場所:秋田大学教育文化学部

高橋 学「払田柵勉強会」 よみがえる平安の柵蝦夷ほたるをとばす会

平成13年10月初日 場所:秋田県埋蔵文化財センター

高橋 学「払田柵・厨川谷地遺跡勉強会」 イ山北町史談会 学習会

平成13年12月13呂 場所:秋田県埋蔵文化財センター

高橋 学 Im'!ll碕遺跡から見る中世出羽の一様相j 第 9回秋大史学会古代中世部会

平成13年12月15日 場所:秋田大学教育文化学部 3号館

高橋 学「秋田県琴丘町家の下遺跡」 第15回東北日本の旧石器を語る会

平成13年12月22・23日 場所:秋田市文化会館

高橋 学「地方官街と墨書土器ill-城柵官街遺跡

研究集会 古代官街・集落と墨書土器-墨書土器の機能と性格をめぐって一

平成14年 1月24"'25日 場所:独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所

高橋 学「払田柵跡一平成13年度調査の概要一」 第28回古代城柵官街遺跡検討会

平成14年 2月9"'-'10日 場所:岩手県水沢市(資料報告)
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高橋学「払回摘跡(第119・12()次調査) ・周)11谷地遺跡J

平成13年度秋田県甥蒜文化財発姻鴻査報告会

平成14i1'3月2-3日 場所:秋田市文化会館

第 6i哲朗夜成果の僻&と関箆活動

高橋学「秋田の須窓~~瑚'J ~6回須恵器窯構造検討会(関東 . J'I!~t例会)

平成14年3月2-3日 場所:埼玉県さいたま市さいたま共務会館(資将報告)

10 資料の貸し出し

秋担保立博物館 考古都F鴨 f∞・秋田発掘調査Jili事服」 平成13年3月8日-4月19日

貸し出し資料:平成12年度出土資斜(土銅器 ー須恵お・綴文土器など〉

秩田県立|噂物館企図展『絵馬』 平成13年4月28日-6月11日

貸し出し資料:絵賜(第112次調査出土}

北海道関16記念書富 第52回特別展『知られざる北の中世ーチャシと館の従にせまるー』

平成13年 9月78-11月4日

貸し出し資料絵馬〈第112次灘輩出土) ・ 木製鋤 ・ 湾総m. 曲物容器.~l!t土総等

社会費献活動体験研修

(8月1-8日)

における地形測鐙(平板)

研修の傑子

遺跡見学会での-'コマ

政庁前で払倒隅跡の

縦惑を貌明する

写真の興が鱒川谷地

逃跡となる
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報告書抄録

ふりがな ほったのさくあと だい じちょうさがいよう

ヨEヨ主 名 払回柵跡第119・120次調査概要

首リ 書 名 払田柵跡調査事務所年報2001

巻 次

シリーズ名 秋田県文化財調査報告書

シリーズ番号 第343集

編著者名 高橋学

編集機関 秋田県教育庁払田柵跡調査事務所

所 在 士官 〒014-0802 秋田県仙北郡仙北町払田字牛嶋20番地

発行年月日 2002年 3月

ふりがな ふりがな コ 一 ド 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所 在 よ由 市町村;遺跡番号
ロ I 11 ロ I 11 

m 
ほったのさくあと あきたけんせんぼくくん

払田柵跡 秋田県仙北郡 39度 140度 第119次 学術調査
せん lまくまちほった

仙北町払田 53429 27分 33分 20010507 630 
せんはたまちほんとうしろまわり

千畑町本堂城田 53432 
I 

57秒 11秒 r、、J

20011102 

調査地点は
l 

山】ー--回目ー自由-- ー司自由自由ー自由ーー ー---------ーー

仙北町払田字 第120次 280 学術調査

長森 20010928 

〆、、J

20011102 
t 

所収遺跡名 種 53IJ 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

払回柵跡 城 ネ冊 平安時代 竪穴状遺構(鍛冶工房 須志器、土師器 人工的な地形改変痕

第119次 か)、鍛冶炉、土坑 縁紬陶器、瓦 跡(段状地形)を確

溝跡、焼土遺構 認、整地層より「出

主主主E 域 中世 空堀、土坑 須恵器系陶器室・ 5]5]J箆書土器、縁紬

(鎌倉 播鉢、青磁(同安 陶器手付瓶が出土

時代) 窯)、石硯、銭貨

- -四四世田ーーー--古田 司自由ーーーーーー回目 E 自由】ーー同四--ー山 同町由自由山由由自--【回目司司自由山由自由『早朝担問 - --ー自由由』ー甲骨骨四四四四世田』目百四 冊目司ー司自由世田曲目ーーー由ー-ー同四回目百四

払田柵跡 城 柵 平安時代 板塀跡、土坑、焼土 須恵器、土師器 越州窯青磁は払田柵

第120次 遺構 縁紬陶器・灰紬 跡では初見

陶器、青磁(越州)

縄文時代 土坑 縄文土器・石器



Y=24.50 

.34.8 

f

〆¥¥一
γ
1
1
γ

引

J
1
1

05 。。 95 90 n
u
 

oo 

一
一部 75 70 ，65 60 55 35 30 25 20 

x-
. ~4 

59.20 

KK r 

11 
.34') 

、・)4I 
ィ
M

f
 f

 /
 〆

〆〆
f
 

J
 

. )4 8 LF 

. ~4 
.35 Q 

/
-
¥
m
l、

f
'

川

¥

山

///¥td

¥
 

xu…し

1
L

.35. ) 

¥ ~;:，- ~ 

¥ヘ
11 

・353
.34 b 

@ 〆
/ ， 

LF 

司「 工ゴ

d
F
 

，
 

/
 /

 ，，
 

〆
〆

/
 /

 〆
〆

/
 /

 /
 〆

/
 /

 /
 ，F

 

〆
/
 イ

/
 

\弘、:_-~v

寸¥
l.A 

. 35 ~ 

. ~4 ぅ 、
.35 <1 l.A 

第119次

nu 
。，
“

』

X
臼

(網点自4d状抑制平面図作成範囲)

_.......- ~、で

1/ι三
今、い t、、こ~

/へ'---
KF 

r 一ー----~一

KA 

...."，---ー

一一一一-~i=斗 よミ I JP./ ， ， 

第120次 I IA3 

JK 

一一一

x-
59.30 

IP 
秋田県文化財調査報告書第343集
払回柵跡調査事務所年報2001
払田柵跡第119・120次調査概要

2002年 3月

秋田県教育庁払田柵跡調査事務所

35 20 

Y-24.50 

付図 長森丘陵西部の地形と第119・120次調査区配置


